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「札幌市資料館」
　札幌市資料館は、大正15年に札幌控訴院（のちの高等裁判所）として落成した建物を利用し、
昭和48年に開館しました。平成28年に築後90周年を迎えた建物は、外壁に札幌軟石を用い、
内部もステンドグラスやらせん階段、柱など随所に趣のある工夫が施されています。1階は裁判
や札幌のまちづくりの歴史が学べる展示室があり、2階には市民が芸術作品を発表できるミニ
ギャラリーと、会議やコンサートなど多目的に使える研修室を貸室として設けています。札幌中
心部に位置しながら、ゆったりと時間が流れているような感覚になれる場所です。是非お気軽
にお立ち寄りください。
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所在地	 	〒 060-0042
	札幌市中央区大通西 13丁目

TEL	 011-251-0731

開館時間	 	午前 9時～午後 7時

定休日	 	月曜日（祝日の場合はその翌平日）、
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入館料	 無料
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●「札幌市資料館」のご紹介 ●

本制度は、法律に基づき独立行政法人
中小企業基盤整備機構が運営しています。

（独）中小企業基盤整備機構
共済相談室

TEL 050-5541-7171

● 月額5,000円～200,000円（5,000円単位）の範囲内で自由に選択できます。
● 掛金は全額「損金（法人）」または「必要経費（個人事業）」に算入できます。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

● 取引先事業者が倒産して売掛金債権等が回収困難となった時に貸付けが受けられます。
● 取引先との商取引の事実確認だけで、迅速に貸付けが受けられます。

中小企業で、引き続き1年以上事業を行っている方が加入できます。ポイント ❶

● 掛金総額10倍の範囲内で、回収困難となった売掛金債権等の額
● 貸付条件は「無担保・無保証人」「無利子」

最高8,000万円まで貸付けが受けられます。ポイント ❸

※ただし、貸付けを受けた場合、貸付額の10分の1の額が、積立てた
　掛金から控除されます。

● それ以降掛金を掛けなくても、共済金の貸付けは受けられますので安心です。
● 解約しても共済金の貸付けを受けていなければ積立てた掛金の全額が戻ります。

40ヶ月以上掛けていれば、ポイント ❹

経営セーフティ共済制度経営セーフティ共済制度全国加入者
約      万人の
 実   績！
3030

小規模企業共済制度小規模企業共済制度

● 事業資金等の貸付制度が利用できます（担保・保証人不要）。
● 地震・台風、火災等の災害時にも貸付けが受けられます。

事業資金の貸付け・災害時のサポートもあります！ポイント ❸

● 掛金は毎月1,000円～70,000円（500円単位）の範囲内で
自由に選択できます。

● 掛金は全額所得控除、受取りは「退職所得扱い」（一括受取）または
「公的年金等の雑所得扱い」（分割受取）となります。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

常時使用する従業員が20名以下
（商業・サービス業では5名以下）の個人事業主、
個人事業主の共同経営者（2名まで）
及び会社の役員の方が加入できます。

ポイント ❶



北海道中小企業団体中央会

会 長　尾池　一仁

年頭にあたって

　新年あけましておめでとうございます。
　会員並びに関係機関の皆様には、当中央会の事業推進にあたり格別のご支援とご協力を賜り、厚くお礼申し
上げます。
　昨年を振り返りますと、国内経済は全体的には緩やかな回復基調を維持し、政府は戦後2番目に長い景気回
復局面が続いているとしてきました。道内においても、遅ればせながら改善の動きが広がりつつありますが、
人手不足や水産業の不振などから、業種や地域によっては厳しい状況から脱しきれないまま推移しました。
　また、国際的には、米国でトランプ政権が発足し、TPP からの離脱が表明された一方、日・EU の EPA 交渉
が妥結したほか、米朝の緊張関係による地政学的リスクから、経済などへの影響の懸念が強まりました。
　こうした中、10月に行われた総選挙では、与党が引き続き安定多数を保ったことから、強固な政権基盤のも
と、アベノミクスの成果を確実なものとする経済財政運営をはじめ、真の地方創生の実現、経済社会の主役で
ある中小企業・小規模事業者の活力増強に資する政策の実行が期待されるところであります。
　とりわけ道内にあっては、これからの北海道経済を牽引する食・観光産業の成長支援やその基盤となる交通
網の維持整備などとともに、中小企業・小規模事業者と地域経済の持続的発展に向けた積極的な支援施策が強
く望まれます。
　人手不足と働き方改革への対応、気候変動に伴う災害発生リスクの高まり、めまぐるしく変動する国際経済
など、困難で先行きが不透明な環境にあって、中小企業・小規模事業者に共通する課題を解決し、持続的な発展
を可能にするためには、相互扶助の精神のもとに連携し、組織の力を活かした取組を行うことがいっそう有効
であると考えます。
　私ども中央会はこうした認識のもと、連携組織の専門支援機関としての使命を果たすべく、会員の皆様の
ニーズを敏感に捉え、さらにお役にたてるよう役職員一同努めてまいりますので、本年も変わらぬご支援、ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　平成30年は、「北海道150年」の節目の年であります。先人たちが厳しい自然の中でたゆまぬ努力を重ねて
困難を克服し、今日の産業、経済、文化を築き上げてきたことに感謝し、その歴史を学び、未来を見据えて力強
い北海道経済や暮らしやすい地域社会を希求しながら、中央会はこれからも会員の皆様とともに歩んでまい
ります。
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経済産業省北海道経済産業局長

児嶋　秀平

年 頭 所 感
～強い北海道経済をつくる。～

　平成30年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

　我が国経済は、雇用情勢や企業収益の改善を中心とした経済の好循環が着実に拡大しています。北海道経済
も、好調な観光や雇用動向の改善などにより足下では順調な持ち直しの動きを維持していますが、急速に進展
する少子高齢化や地域の人口減少と経済の縮小といった課題を克服するため、官民を挙げた取組が強く求めら
れています。

　昨年6月に閣議決定した政府の「未来投資戦略2017」は、第四次産業革命のイノベーションをあらゆる産業活
動や社会生活に取り入れた「コネクテッドインダストリーズ」の実現を掲げています。この成長戦略を地域にお
いて実現するための新たな支援ツールが、昨年5月に成立した「地域未来投資促進法」です。この法律は、地域経
済を牽引する事業を支援し、地域経済の稼ぐ力の好循環を実現することを目的としています。当局は、この新し
い法律の支援対象となる事業を北海道から1件でも多く発掘し、地域の意欲ある取組を強力に支援し、昨年12月
に閣議決定した「新しい経済政策パッケージ」も活用し、次の3つの政策を着実に実践することで「強い北海道経
済」をつくります。

　第一に、北海道の強みを伸ばす「攻めの政策」です。北海道経済を牽引する「食」、「観光」や、成長と集積が進む
「IT」、「バイオ」、新分野に果敢に挑戦する「ものづくり」などの産業分野において、さらなる成長を促していく取
組を通じて、新たな需要の創出や生産性の向上を目指します。食分野では、道内農水産物・加工品等の輸出促進
と生産性向上の取組や、生産・加工現場における IoT・AI 等の活用を支援します。観光分野では、アクティビティ
や異文化を融合させたアドベンチャーツーリズムの普及促進、地域資源を活かした観光コンテンツの充実など
に取り組みます。さらに、産学官金連携や知財活用を推進するとともに、IT 分野においては、IoT の利活用によ
る農業等の競争力強化や健康関連分野への支援、国際コンベンション「No Maps」等を通じた先端技術の実証加
速、バイオ分野においては、道産作物を活用した次世代素材の開発のほか中小企業の医療機器関連産業への参
入を促進します。ものづくり分野においては、ロボットを活用した生産性の向上や航空機産業分野への参入支
援などに注力していきます。また、北海道経済の屋台骨である中小企業・小規模事業者が行う生産性向上や研究
開発、設備投資、創業促進、下請取引の適正化、そして後継者不在率が全国一高い北海道の事業承継のサポート
や、働き方改革を推進します。併せて、少子・高齢化等の環境の変化に対応して新たな取組を行う商店街を支援
します。

　第二に、「守りの政策」です。中小企業・小規模事業者の経営にとって最大のリスク要因の一つである大規模自
然災害に事前に備えるための BCP（事業継続計画）の策定に対する支援に取り組み、緊急事態が発生した場合で
も成長を止めることのない、危機に強い経済基盤の構築を目指します。また、製品安全確保や悪質商法対策を進
め、消費者の利益を守ります。

　そして第三に、北海道経済の成長を支え、道民生活の安全安心を確保するための「支えの政策」です。エネル
ギーの一層の経済的かつ安定的な供給確保のため、安全性の確保を大前提に泊発電所の再稼働を円滑に進めま
す。また、事業所や家庭での省エネルギーを進めるとともに、再生可能エネルギーの導入促進に取り組みます。

　本年は、幕末から明治にかけての偉大な探検家・松浦武四郎の提案により、本道が「北海道」と命名されてから
150年目となる節目の年です。北海道経済産業局は、次の150年が北海道にとって大きな飛躍と発展の時代とな
るよう、何事にも動ぜず堂々と成長を続けてゆく「強い北海道経済」をつくります。

　本年が皆様にとって実りの多い飛躍の年となりますよう、心から祈念いたします。
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北海道知事

高橋　はるみ

年 頭 所 感

　新年明けましておめでとうございます。平素から道政の推進に深いご理解と温かいご支援を賜り、心から感
謝を申し上げます。
　昨年を振り返りますと、一昨年の豪雨被害から暮らしと経済を立て直すため、関係機関の皆様と総力を挙げ
て復旧・復興に取り組み、国道274号線の開通や被災した地域での豊穣の出来秋など、うれしい知らせがあり
ました。一方、北朝鮮のミサイル発射や自然災害など安全・安心を脅かすリスクは多く、緊張感を持って「まさ
か」への備えと対応を強化してきました。
　人口減少・危機突破に向けて、オール北海道で地域創生を推進する中、保育料無償化など子育て支援の充実
をはじめ、移住定住の促進、全国初のメディカルウイング就航など、誰もが安心して暮らせる地域社会づくり
を進め、元気な地域が増えつつあります。
　国際情勢においては、日 EU・EPA、TPP11といった貿易交渉の合意など、グローバル化に伴い、「世界の中
の北海道」という視点がますます重要となっています。また、北方四島における共同経済活動も進展していま
す。こうした中、ロシア欧露部やハワイ、ベトナムとの交流を深めたほか、海外の拠点を活用しながら、道産食
品の輸出拡大や投資の呼び込みなどに取り組み、本道と海外を結ぶ航空路線は拡大し、年間230万人を超える
外国人観光客が訪れ、新鮮で美味しいスイーツは海外において大変な人気です。
　雪国ならではの冬のスポーツでは、アジア冬季競技大会で道産子選手の活躍が道民に勇気と感動を与えて
いただきました。また昨春には江差沖で104年ぶりにニシンの群来が観測され、その江差町のニシン漁による
繁栄、松前町と函館市の北前船交易の歴史が、道内で初めて日本遺産に認定されました。民間企業によるロ
ケットの打上げや、公道での車の自動走行テストなど、新しい技術への挑戦もあり、美しい自然や豊かな食は
もとより、歴史や文化、スポーツ、さらには技術革新など幅広い分野で北海道の可能性を実感できた一年であ
りました。
　今年は、北海道命名150年という大きな節目の年です。先人から受け継いできた北海道価値と未来への展望
を道民の皆様と共有しながら、世界に挑戦する環境づくりを進め、明るい未来を切り拓き、次代を担う子ども
たちにとっても思い出に残る一年にしたいと考えています。
　このため、世界に向けては、北海道ブランドが浸透しつつあるアジア・マーケットを基本に、新しい市場の開
拓を戦略的に展開していくとともに、いかなる国際環境下にあっても持続可能な、競争力のある農林水産業づ
くりを進めます。また、インバウンドの加速化に向けた、国際航空網の充実や北極海航路の拠点化を進め、グ
ローバル化に対応した交通ネットワークの充実・強化を進めます。
　また、本道経済の回復基調をより確かなものとするため、働き方改革を進めながら、付加価値の高い商品づ
くりや ICT 活用など生産性の向上、人手不足の解消に向けた取組を進めるとともに、環境・エネルギー、健康
長寿といった新たな成長産業を育成し、地域をけん引する力強い産業群を育てていきます。
　こうした地域経済と暮らしを支える交通・物流ネットワークの形成に向けて、鉄道網やバスなど地域交通の
維持、空港運営の民間委託など、地域や関係の皆様と連携・協力を図りながら、全力で取り組んでまいります。
　また、北海道の創生を支える源は「人」です。数多くの方々に支えられている「未来チャレンジ基金」を活用
し、昨年は将来を担う10名の若者が、夢を実現するため世界へ飛び立っています。こうした支援を拡充してい
くほか、新しい総合教育大綱の下、人生100年時代を見据えながら、「その先の道を切り拓く北海道人」を地域
で大切に育み、若者や女性をはじめ、多様な人々が持てる力を最大限に発揮し、自信と誇りを持って活躍でき
る社会を目指します。
　私としては、これまで取り組んできた地域創生の成果を確かなものとし、未来への新たな扉を開く輝かしい
一年となるよう、全力を尽くしてまいりますので、皆様の一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます
とともに、新しい年が、皆様にとりまして、希望にあふれる年となりますよう、心からお祈り申し上げ、新年の
ご挨拶といたします。
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　11月17日、平成29年度北海道産業貢献賞の贈呈式が京王プラザホテル札幌において行われた。
　当日は、受賞者及び同伴者・随行者、関係者等約100名が出席するなか、北海道　浦本元人公営企業管理者より受賞者一人一人
に賞状が贈呈された。
　本会関係者で受賞の栄誉に輝かれた方々をご紹介します。おめでとうございます！（受賞順掲載）

村椿　幸二　氏
北海道板金工業組合

副理事長

足達　俊二　氏
札幌左官工事業協同組合　

元副理事長

山口　和泉　氏
釧路和商協同組合

理事長

土橋　利文　氏
斜里道路整備事業協同組合

副理事長

阿部　明弘　氏
苫小牧地方石油業協同組合

理事長

平澤　正敏　氏
北海道表具内装業協同組合

副理事長

髙橋　賛壽　氏
札幌建設工業協同組合　

理事

岩倉　圭彦　氏
苫小牧 LP ガス事業協同組合

組合員

寺門　隆次　氏
大磯商店街協同組合

理事長

太田　　勝　氏
十勝電気工事業協同組合

理事長

髙島　光治　氏
十勝帯広板金協同組合

副理事長

佐々木　隆司　氏
苫小牧金属板工業協同組合　

副理事長

遠藤　友也　氏
札幌丘珠鉄工団地協同組合

組合員

福井　克美　氏
釧根電気工事業協同組合

理事長

北島　孝雄　氏
北海道パン・米飯協同組合

理事長

千葉　敬造　氏
北海道板金工業組合

組合員

吉川　輝昭　氏
協同組合函館菓子工業会　

理事

亀田　隆史　氏
函館建築工業協同組合

理事長

森　　聖敏　氏
札幌中央青果協同組合

理事長

故  倉本　　登　氏
北見鉄工協同組合

前理事長

米山　浩貴　氏
札幌塗装工業協同組合

組合員

浦辻　札雄　氏
旭川塗装工業協同組合　

元理事長

長縄　龍己　氏
北海道板金工業組合

組合員

山田　義久　氏
協同組合日専連北見

理事長

久保　俊幸　氏
函館清掃事業協同組合

理事長

板垣　和則　氏
北海道型枠工事業協同組合

組合員

卓越した
技能者

認定
職業訓練
功労者

北海道産業貢献賞　受賞おめでとうございます！

【商工鉱業関係功労者】
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　11月27日、ホテル札幌ガーデンパレスにおいて北海道議会自民党・道民会議商工業振興議員連盟（議連）と
の共催で中小企業問題懇談会を開催した。
　当日は、議連所属の議員、北海道経済部幹部職員、本会正副会長・常任理事など合わせて89名が出席し、午後
6時に開会した。議連の和田敬友顧問、北海道 辻 泰弘副知事、本会 尾池会長からそれぞれ挨拶の後、本会 福
迫専務理事より今夏の中小企業団体全道大会で決議し、北海道・道議会などに対して行った要望6項目につい
て説明し、実現に向けた働きかけをお願いした。
　続いて、議連 千葉英守幹事長の乾杯の発声で懇談に移り、各席とも活発な意見交換が行われた後、本会 藤
枝副会長の挨拶で閉会した。

　札幌市の商工業の振興に寄与した工場・店舗などの事業所やその役員、従業員を表彰する「札幌市優良工場等表彰」
と同市の産業経済の発展に著しく功績のあった個人を表彰する「札幌市産業経済功労者表彰」の各表彰式が11月15日
と21日の両日、札幌パークホテルにおいて行われ、秋元克広市長から表彰状が授与された。
　本会関係者で受賞の栄誉に輝かれた方々をご紹介します。おめでとうございます！

和田顧問 辻副知事 尾池会長 千葉幹事長

土屋　日出男　氏
北海道商店街振興組合連合会

副理事長

橋本　耕二　氏
札幌電気工事業協同組合

前理事

皆戸　克司　氏
札幌建具工業協同組合

理事長

受賞おめでとうございます！

宮澤　　靖　氏
伊藤製缶工業株式会社　代表取締役
札幌鉄工団地協同組合　理事

中山　尚之　氏
中山技術コンサルタント株式会社　代表取締役
札幌発寒工業団地協同組合　理事

工場の部

小野寺　涼一　氏
北海道電気工事業工業組合

理事長

協同組合等の部

今野　　穂　氏
札幌鉄工団地協同組合

経理担当部長

組合等職員の部

札幌市優良工場等表彰・産業経済功労者表彰

中小企業問題懇談会開催！

札幌市産業経済功労者表彰

札幌市優良工場等表彰
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　11月25日、平成館海羊亭において函館地方畳商協同組合（若林英勝理事長、組
合員19人）の創立50周年記念祝賀会が開催された。
　式典冒頭、若林理事長は関係者に対する感謝の言葉とともに、「組合の運営は、
会社と違い組合員全員の意見を尊重することが重要」と強調し、「創立から半世
紀を迎えたことは、幾多の難題を相互扶助の精神によって解決してきた諸先輩
の尽力の賜物であり、今後もより連携を強めて事業を推進していきたい」と抱負
を述べた。
　祝宴は、余興が行われるなど、大いに盛り上が
り、参加者は昔話に花を咲かせるとともに、同組
合の更なる発展を誓い合った。

女 性 研 修 会 レ ポ ー ト女 性 研 修 会 レ ポ ー ト
Woman workshop report

　11月10日、ニューオータニイン札幌で開かれた、平成29年度組合等女性研修会に参加させていただきました。
　研修会は、株式会社ハッピー・アロー 代表取締役 森 順子先生から「今日から実
践！使えるコミュニケーション術」をテーマにご講演いただき、相手と良好な関係
を築くためにはまず自分を良く知る必要があること、普段の話の聴き方や伝え方
を振り返って、より効果的なコミュニケーションの取り方を実際に同じテーブル
の方々とのワークショップ形式で教えていただきました。
　コミュニケーションの取り方では、言った・言わないの水掛論が起きないように
自分が伝えた内容を相手にきちんと伝えること、相手が伝えたい内容を自分が
きちんと理解できることが大切で、今回「アサーティブ」という相手の意見を受
け入れて自分の気持ちも正直に伝える表現方法を教えていただき、とても勉強
になりました。
　また、グループワークで自己紹介などを行ったことで、他の参加者の方々と顔
見知りになれたことが大変うれしかったです。
　懇親会では、他の組合の方々とたくさん交流でき、情報交換や抽選会など楽し
い時間を過ごすことができました。
　中央会事務局の皆さま、本当にありがとうございました、また来年もよろしく
お願いします。

森 順子　講師

挨拶する若林英勝理事長

参加者による記念撮影

函館地方畳商協同組合50周年記念祝賀会開催！

岩見沢管工事業協同組合　佐藤　美香 さん
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ちょっと
一息
業界   　  話こぼれこぼれ

シリーズ

パンの話

　北海道パン・米飯協同組合は、昭和23年11月、パンの消費拡大などを目的に道内でパン
の製造を行う事業者によって設立された北海道パン協同組合が前身となります。
　その後、学校給食が始まり、パンの普及が急速に進み、全国にパン食が拡大していきまし
たが、給食への米飯の導入によって多くの組合員が米飯設備を導入することで、米飯の供
給も行い、平成16年には名称を現在の北海道パン・米飯協同組合に変更し、組合員の事業
に必要な資材の共同購買や技術力向上のための講習会を実施しています。

組合の紹介

今回は、北海道パン・米飯協同組合　事務局長　藤田　満氏よりご寄稿いただきました。ありがとうございました。

第 57回

　8000～6000年前の古代メソポタミアでは、小麦粉を水でこねて焼いたものを食べており、これがパンの原型
とされています。その後、古代エジプトで偶然発酵パンが誕生し、古代ギリシャへパン作りが伝えられ、ヨーロッ
パから世界各地へパンが広がりました。

パンの歴史

　日本には、戦国時代にポルトガルから鉄砲とともにパンが伝えられたとされています。そのため、英語の「bread」
ではなく、ポルトガル語の「páo」がパンの語源となっています。

パンの名前の由来

　日本にパンが伝わったものの江戸時代に入ってからは、鎖国令により外国との交易が中断したこともあり、
長崎などで西洋人向けに細々と作られているだけでした。日本人のためのパンが作られるようになったのは、
1840年に中国で起こったアヘン戦争がきっかけで、国内で防衛意識が急速に高まり、保存性や携帯性が優れた
パンが兵糧として作られました。
　そのとき、パン作りの指揮を執った江川太郎左衛門は日本のパンの祖と言われ、同氏が初めてパンを焼いたの
が天保13（1842）年4月12日だったことから、パン食普及協議会では毎月12日を「パンの日」に制定し、パン食の
普及・拡大のための活動を行っています。

毎月ある！？「パンの日」について

　鎖国が解かれると、日本国内にも港町を中心にパン作りが広がり、明治2（1869）年に現存するパン屋では最も
古い木村屋総本店が銀座に開業。日本独特の「あんパン」が発売され、人気商品になりました。
　その後、食生活の欧米化が進み、パンが米に次ぐ主食として定着したことで、クリームパンやカレーパン、メロ
ンパンなど日本独自のパンが次々と生み出されてきました。

日本生まれのパン

　パンは焼きたてが一番おいしいですが、大量に購入したときなど、すぐに食べられない場合は冷凍保存するこ
とで、1週間程度は焼きたてに近い味が楽しめます。逆に最も保存方法として適さないのは冷蔵庫での保存で、冷
蔵庫の温度はパンに含まれる成分の老化を促進してしまい、パンの味が急激に落ちてしまうため、パンの保存は
常温か、すぐ食べないのであれば冷凍することが望ましいです。
　冷凍庫に入れるときは、水分が逃げないようパンをラップで包み、空気が入らないようフリーザーバックに入
れて冷凍するのがポイントです。食べるときは、凍ったまま、あらかじめ温めておいたオーブンで焼きますが、厚
切りの場合は自然解凍してから焼くことで美味しく食べることができます。

美味しくパンを保存するには？

　近年、少子化の影響で学校給食は減少傾向にあるほか、衛生対策や原材料の高騰など
様々な問題があります。
　当組合では、原料等の共同購買のほか、新入社員や若手パン職人を対象に製パン技術の
基礎講座を実施し、技術者の養成を行うなど、様々な学校給食の品質向上を図る取組を
行っており、今後もより一層安全・安心でおいしい給食を子供たちに届け続けていきます。

子供たちの食を守る

米飯連続炊飯器

製パン基礎講座
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1　障害者の雇用状況

2　従業員の過不足状況

（1）障害者の雇用の有無
　障害者の雇用状況について〈図10〉のとおり、「雇用してい
る」と回答した事業所は全業種で18.0％となっている。業種
別では製造業が23.5％、非製造業が15.6％となった。
　また、5年前の調査では「雇用している」割合は15.96％で、
約2ポイント増加した。

（2）障害者の新規雇用予定（全国比）
　先の設問で障害者を「雇用していない」と回答した事業所
の、今後の雇用予定については〈図11〉のとおり。
　北海道において雇用する予定が「ある」と回答した事業所
は、全国より0.3ポイント低い1.2％で、雇用する予定は「ない」
と回答した事業所は全国平均でも8割を超えているなか、北海
道は全国より2.4ポイント多い86.3％となった。
　また、5年前の調査で、雇用する予定が「ある」と回答した事
業所は0.27％となっており、わずかであるが増加した。雇用を
「検討中」の事業所も5年前は3.42％で、今回大幅に増加したこ
とがわかる。

（1）従業員の過不足状況
　従業員の過不足状況については〈図12〉のとおりで、全業種
で見ると「全体的に過剰」は1.5％、「職種・部門によって過剰」
は2.4％と、人手が多い事業所は全体の4％程度と少ない。「適
正」と回答した事業所も3割以下にとどまっている。しかし、
「職種・部門によって不足」は46.0％、「全体的に不足」は
21.7％と、合わせて6割以上の事業所で人手が不足している
状況である。
　また、「職種・部門によって不足」「全体に不足」ともに非製造
業で割合が大きくなっている。

（2）従業員が不足している理由（全国比）
　従業員が不足している事業所における、不足の理由は〈図
13〉のとおり。
　「求める人材が来ない」が最も多く63.7％、次いで「若手従業
員が定着しない」が37.1％、「新規採用が困難になった」が
29.3％など、従業員の数を増やすことに苦戦している様子が
うかがえる。

中小企業労働事情実態調査（北海道要約版②）平成
29年度

23.9％46.7％26.7％

16.6％44.4％32.4％

21.7％46.0％28.4％

100％90％80％70％60％50％40％30％20％10％0％

全業種

製造業

非製造業

■全体に過剰　■職種・部門によって過剰　■適正
■職種・部門によって不足　■全体に不足
1.5％ 2.4％

2.1％ 4.6％

1.3％ 1.5％

〈図12〉従業員の過不足状況

80％50％ 60％ 70％40％30％20％10％0％

その他

これまでの事業の業務量が
増大したため

新規事業を立ち上げたため

定年退職者が多い

人材育成が十分にできない

新規採用が困難になった

若手従業員が定着しない

求める人材が来ない

■北海道　■全国

60.2％
63.7％

32.9％
37.1％

32.0％
29.3％

22.6％
20.0％

13.9％
16.4％

16.6％
14.7％

3.4％
1.7％

3.9％
3.8％

〈図13〉従業員が不足している理由（全国比）

84.4％15.6％

76.5％23.5％

82.0％18.0％

100％90％80％70％60％50％40％30％20％10％0％

全業種

製造業

非製造業

■雇用している　■雇用していない
〈図10〉障害者の雇用の有無

83.9％14.5％

86.3％12.6％

100％90％80％70％60％50％40％30％20％10％0％

北海道

全国

■雇用する予定がある　■雇用を検討中である
■雇用する予定はない

1.5％

1.2％

〈図11〉障害者の新規雇用予定（全国比）
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3　平成29年3月　新規学卒者の採用状況
（1）新規学卒者の採用状況（採用割合、平均採用数）
　平成29年3月の新規学卒者の採用状況は〈図14〉に示すと
おり、採用割合は17.5％で、採用数は1事業所当たり平均3.0
人であった。
　前年3月卒の採用状況との比較では、採用事業所の割合が
0.5ポイント増加し、1事業所当たりの平均採用人数も0.4人
増加した。
　過去5ヶ年の採用割合を見ると、2年連続の増加となった。
また、平均採用数も前年より増加し、過去5ヶ年を見ても増加
傾向にある。

（2）技術系初任給の推移
　学歴別の技術系初任給（過去5ヶ年）の推移を示すと、〈図
15〉のとおり。
　前年と比べて「大学卒」の初任給が大きく引き上げられてお
り、13,647円増加の205,508円となった。「高校卒」は1,514円
増で小幅ではあるが、2年連続の増加となった。
　一方で「短大卒」と「専門学校卒」の初任給は、過去5ヶ年に
比べてわずかであるが減少しており、「短大卒」は2,183円減
少の183,370円となった。

※�ここでの平均は加重平均を用いており、事業所毎の1人当たり
の平均初任給額に採用した人数を乗じて得た数の総和を、各事
業所で採用した人数の総和で除している。

（3）事務系初任給の推移
　学歴別の事務系初任給（過去5ヶ年）の推移を示すと、〈図
16〉のとおり。
　「短大卒」において、前年と比べて16,135円減少の156,960
円となっており、大幅な減少が見られた。一方、他の学歴の初
任給は増加が見受けられ、特に「専門学校卒」については前年
より14,888円増加した。
　過去5ヶ年を見ると、「高校卒」は順調な増加を示している
が、「短大卒」は大幅に減少したため、「専門学校卒」と逆転した。

（4）平成30年3月新規学卒者の採用計画の推移
　新規学卒者の採用計画の推移は、〈図17〉のとおり。平成30
年3月卒の採用計画については「ある」が29.2％、「ない」が
44.0％、「未定」は26.8％であった。
　なお、採用計画が「ある」と回答した事業所は、前年より4.9
ポイント増加して最高値を示しており、採用計画が「ない」と
回答した事業所は3.5ポイント減少し、前年に引き続き減少し
ている。

本調査の実施に当たり、ご協力いただきました会員組合及び組合員企業の皆さまに深く感謝申し上げます。

〈図14〉採用割合及び1事業所当たりの平均採用数
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〈図16〉事務系の初任給の推移
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〈図17〉新規学卒採用者の採用計画

〈図15〉技術系の初任給の推移
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会社の概要

　株式会社エルコムは、平成3年、機械式立体駐車
場や寒冷地に対応した耐雪型コインパーキングの
開発販売からスタートし、近年はゴミ圧縮機「プレ
モ」や発泡スチロール減容機「スチロス」など環境機
器の開発に力を注ぎ、「次世代のために何ができる
か」を企業理念に地球環境や人の暮らしに役立つ機
械づくりに取り組んでいます。

発泡スチロール減容機「スチロス」

「スチロス」で海洋汚染に挑む！

　発泡スチロール製の漂着ゴミやブイが原因の海
洋汚染が大きな問題となっていますが、従来の発泡
スチロール処理機は、熱や溶剤で溶かし固めて減容
する方式だったため、ランニングコストが高く、悪臭
が出るほか、水を多く含むブイなどはいったん乾燥
させる必要があるため、設備が大きくなってしまうな
ど様々な問題点があり、放置状態となっていました。
　そこで、同社が廃発泡スチロール減容機「スチロ
ス」を開発・販売したところ、これまでにスーパーや
リサイクル工場で300台以上が導入されました。
　スチロスは、発泡スチロールを破砕・圧縮すると

第23回目は、「株式会社エルコム」（平成26年度補正ものづくり・商業・サービス革新補助金）
の取組について紹介します。

きに発生する摩擦熱だけで柔らかくして脱泡し、体
積を最大25分の1まで圧縮します。溶かさずに減容
するため、発泡スチロールを溶かしたときに出る独
特な臭いが発生せず、熱を使った減容機と比べて電
気代が4分の1程度に抑えられるほか、ブイや魚箱
も水分を含んだままで圧縮できます。

ものづくり補助金申請の経緯

　スチロスを導入した顧客から、圧縮した廃発泡ス
チロールを燃料として活用したいとのリクエストを
受けたことをきっかけに、同社で既に開発済みだっ
た発泡スチロールペレットボイラーの燃料を製造す
る機械の開発を行うため、平成26年度のものづくり
補助金を活用しました。

ペレット製造機「ステラ」

　開発したペレット燃料製造機「ステラ」は、スチロ
スで減容された廃発泡スチロールを内部に設置さ
れたローラーの回転で生じる摩擦熱のみで柔らかく
して元の体積の約40分の1まで圧縮し、複数の孔が
開いた円盤カッターに押し込み裁断することでペ
レットを成形します。
　スチロス同様に熱で溶かさないため臭いが発生
せず、電気代を最小限に抑えられるほか、既に設置
しているスチロスに連結することができるため、イ
ニシャルコストも低く抑えることができます。
　また、発泡スチロールは、石油由来の成分のた
め、ペレット燃料は石油燃料と同等の発熱量がある
上、液体燃料ほど輸送や保管をする際の制約が多く
ありません。

第23回  ものづくり補助金活用事例紹介 

廃発泡スチロールを再利用するための
リサイクル処理装置の開発
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　圧縮した廃発泡スチロールは、今までは主に新た
なプラスチック再生品の原料としてリサイクルする
か、廃棄処分されていましたが、同社の樹脂ペレット
ボイラー「e-VOL（イーヴォル）」を導入すれば、廃棄
物の処理からエネルギー活用までを一カ所で完結
することができます。

スチロスと連結したステラ

廃棄物を燃料とした循環システムを構築

　ペレットボイラー「e-VOL」は、ペレットを完全燃焼
させることができるため、通常に燃焼させた場合に
発生する煤

すす
や一酸化炭素、ダイオキシンなどの有害

物質が発生しません。
　さらに、石油燃料の使用に比べ、二酸化炭素の発
生が約75％削減されます。
　また、ボイラーまで導入する必要がない場合には、
スチロスとステラでペレット化まで行えば、同社のグ

ループ会社がペレットを買取り、ボイラーを導入した
顧客に販売する仕組みを確立し、この仕組みを
「e-PEP（イーペップ）」と名付け、世界初の廃発泡スチ
ロールの循環型リサイクルシステムが完成しました。
　同システムは、魚箱やトレイなど廃発泡スチロー
ルが多く出るスーパーや工場での導入が進んでい
るほか、海外からも注目を集めています。

樹脂ペレットを燃料とするボイラー「e-VOL」

おわりに

　同社は工場を持たないファブレスメーカーを実践
しており、自ら製造を行わないことで自由に発想し、
顧客目線に立ったシンプルで適正な価格の「求めら
れる機械づくり」を徹底的に追求できた結果が世界
初のe-PEPシステムに繋がっています。
　今後も次世代のために地球環境を守り、新たな
価値を生み出し続けていただきたいと思いました。

代表取締役　相馬　督
〒001-0010
札幌市北区北10条西1丁目10番地1　MCビル
TEL　011-727-7003　FAX　011-727-7004
HP　http://www.elcom-jp.com/

株式会社エルコム

ものづくり補助事業成果事例集（第3刊）「できたんですっ！」発刊！
　ものづくり補助金を活用し更なる飛躍を遂げた事業者の取組を紹介する成果事例集「できたんで
すっ！」ができ上がりました。
　第 3刊となる今回の事例集では、今回掲載の株式会社エルコムも含めた20事業者の事例を取上
げました。部数に限りがありますが、ご希望の方には差し上げますので、北海道中小企業団体中央会
ホームページに掲載の申込方法をご確認の上、申込フォーム又はFAXにてお申し込みください。※
200部に達し次第、締め切らせていただきます。
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主要DIは持ち直すも　依然マイナス域
11月の道内景況　情報連絡員レポート

全業種 製造業 非製造業

10 月 11 月 前月比 10 月 11 月 前月比 10 月 11 月 前月比

業界の景況 5.3
→

3.0
→

6.6
→

売 上 高 1.0
→

△6.1
→

5.1
→

収 益 状 況 7.5
→

6.1
→

8.3
→

販 売 価 格 △1.0
→

△6.1
→

1.8
→

取 引 条 件 △6.6
→

△9.1
→

△5.2
→

資 金 繰 り 1.1
→

3.0
→

0.0
→

雇 用 人 員 4.3
→

0.0
→

6.6
→

△16.3 △11.0 △15.2 △12.1 △16.9 △10.3

△5.4 △4.4 △3.0 △9.1 △6.8 △1.7

△19.6 △12.1 △21.2 △15.2 △18.6 △10.3

5.4 4.4 9.1 3.0 3.4 5.2

0.0 △6.6 0.0 △9.1 0.0 △5.2

△4.3 △3.3 △9.1 △6.1 △1.7 △1.7

△13.0 △8.8 △9.1 △9.1 △15.3 △8.6

（凡例） 30 以上 10 〜 29 9 〜△ 10 △ 11 〜△ 29 △ 30 以下

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減
少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引いた値（D・I値）をもとに作成。その基準は上記のとおりである。

景況天気図（前年同月比）

15.0

10.0

5.0

0.0

－5.0

－10.0

－15.0

－20.0

－25.0

－30.0

景況 売上高 収益状況

2H29.112 6 7 8 9 10 1154311

主要 DI 値の推移

　主要DI値の推移では、全項目が改善し、前
年同月を上回ったが、数値はマイナスで推
移した。
　業種別に見た前月との比較では、製造業
では「景況」「収益状況」「資金繰り」で若干改
善したが、「売上高」「販売価格」「取引条件」
が悪化した。非製造業では「取引条件」「資金
繰り」以外の項目が改善したが、「販売価格」
以外は依然マイナス域での推移となった。

概 況
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※ 情報連絡員から頂いた景況等のコメントの一部を抜粋して掲載しています。コメントの全文については、本会ホームページに掲載しておりますの
でご覧下さい。（本会ホームページ：http://www.h-chuokai.or.jp）

・組合員の業況
　11月に入り、受注した工事が順調に進捗、完成してきている。また、
1件の発注があり、継続の工事を含めると年内の雇用はほぼ確保でき
そうである。

　問題点
　慢性的な人員不足から修繕工事に手が回らない状況がまだまだ続いて
いる。これからの季節は水道凍結修繕がでてくるため、やや心配な面
を残す。

　地域の実情
　新たな土木・建築・設備工事等の発注はほとんどない。これからの工
事は積雪寒冷の気象条件下での施工となり、除雪作業人員も確保しな
がらの工事となるので、利益につながらないこともある。�
� （管工事／名寄）

・11月もまた燃料が値上がりした。� （一般貨物自動車運送／小樽）
・ダンプ・重量品・資材運搬等が堅調だったが、衣料・食品関連が振るわ
なかった。原油相場が高水準で、燃料単価が昨年より15％程度高い状
況が続いていることが気がかりである。� （一般貨物自動車運送／札幌）

・馬鈴薯、玉葱ともに 10月と比較して出荷量が減少した。海外産が市
場に出回り、悪化したという情報もあるが、12月には回復する見通し
にある。

　一般カーゴについては先月同様例年並みの動きである。
　域内輸送も一般カーゴと同様で、輸送量は平年並みと思われる。�
� （一般貨物自動車運送／石狩）

・売上高は前年同月比　6.5％減少
　乗務員数は前年同月比　5.9％減少
　10月分チケット取扱高は前年同月比　± 0.0％�（一般乗用旅客／旭川）

非製造業（建設・運輸業）

・取扱品目を問わず、前年比で売上は減少傾向である。季節商品も降雪
が少なく、低調に推移した。� （各種商品／札幌）

・小売業における価格競争が再び強くなっている傾向にあり、納価の引
き下げ要請などの話が多々聞こえてくる。需要自体もやや低迷してお
り、業界全体として厳しい状況下となっている。天候要因により苦戦
したとの話もある。� （菓子／全道）

・前年比較　物販見込：104.1％　　金融：94.1％
　衣料品の購入単価低減と、大型食品スーパー 2店舗が改装による休業
で苦戦したものの、大型家電販売店の新規開店売上げが牽引して家電
量販店の売上げが好調であったのと、燃料需要期を迎えて昨年より単
価が約 2割増加しているため、全体として売上げ増加となった。

　収益においては金融売上げが減少しているため減少となった。�
� （各種商品／旭川）

・本格的な冬を迎えたが、11月で記録的な寒さと雪で、ガソリン・灯油
価格が高値となった。野菜類も価格が高騰した。生活必需品の値上が
りで、毎日の食生活に大きな影響が出ている。

　年末を控え、買い物が増える時期だが、少しでも価格が下がった状態
で安定してほしい。� （各種商品／小樽）

・現在鋭意推進中の「おでかけリハビリ」事業がいよいよ拡がりを見せ始
め、今月からは地元の百貨店「テーオーデパート」でも実施展開してい
る。朝市での平均単価2,000円強に対し、百貨店でのそれは6,500円
前後とかなりの効果を見せ、朝市や商店街をはじめ、スーパーや百貨店
など昨今消費不況が続いているが、この取組により新たな側面での再活
性化へのきっかけに成り得るのではないかと強く感じる。

　このような中、海産物や農産物などあらゆる商品が品薄や高騰により、
年末にかけての贈答商品に大きな支障が想定される。�（各種商品／函館）

・小売店の卸価格は 11月も値上げ改定があり、卸値の値上げ改定と併
せ小売価格改定の動きとなった。しかしいつもの如く一時的には上方
改定されるも量販店の影響を受け、従来同様市場価格に流され再度下
方修正される店が多く、適正価格に及ばず利益単価圧縮で前月同様厳
しい経営を続けている SSが多いようです。� （燃料小売業／旭川）

・11月は自転車各メーカーが展示会を行い、来年の予約販売を行うが、

取引条件がますます厳しくなっている。
　除雪機を扱っている店舗は在庫を抱えているようで、降雪が早かった
わりには動きが悪い。� （自転車・自動車／全道）
・年末に向けて商品の価格が上がり、イクラ、鮭、毛がになど、商品確
保も大変厳しい状況である。� （各種食料品／札幌）
・来店客数はやや増加するも、売上高は前年比横ばいである。�
� （野菜・果実／札幌）

・秋鮭・魚卵（生筋子）等の不漁により、加工用原材料の不足と高騰が
続いている。年末商戦にも大きな影響が出ている。

　雇用については、年末商戦に合わせてアルバイト等にて雇用が増加し
ている。� （鮮魚／釧路）
・中東情勢はこれまで落ち着いていたが、ここにきて、原油減産につい
て協議が進むなど動きも活発になってきている。米国、中国等の景気
がこれまで同様不安定な状況にあることから、原油価格も乱高下し、
元売仕切価格についても先行き不透明感が否めないなど、石油販売業
者にとっては依然厳しい不安な経営状況が続いている。

　道内関係自治体等から、災害時における石油類燃料の供給協定締結に
ついて協力依頼があり、官公需受注について多少明るい兆しも見られ
る。しかしながら、景気が好転しない限り販売量の現状維持は見込め
ないところであり、まずは、徹底した合理化しかないと嘆く組合員も
一層多くなってきている。� （燃料／全道）

・11月の道内家電販売は 4Kテレビの有機 EL テレビ登場や寒波到来で
ストーブ、暖房器具の需要など季節商品が好調で、販売は前年比で増
加した。

　白物、AV機器とも台数は伸び悩んでいるが、高機能化による単価上
昇で売上に貢献している。� （電気機械器具／全道）

・藤丸百貨店の 10月売上高は、4億 7,236 万円で前年同月比 7.5％減
少した。衣料品全般が大きく低迷している。

　年末全市連合大売出しが 12月 1日からスタートし、年末商戦に弾み
がつくことを期待する。� （各種商品／帯広）

・急な寒さで足元も悪く、利用者の減少が多少みられる。経営状態はほ
ぼ現状維持である。� （公衆浴場／全道）

非製造業（卸・小売・商店街・サービス業）

・物流費の上昇が取引条件や収益状況に悪影響を与え始めている。
　地方の組合員企業を中心に若者の人手不足が深刻化している。�
� （水産食料品／全道）
・味噌出荷量（道内）：単月（29年 10月）　前年対比　106.0％
　醤油出荷量（道内）：単月（29年 10月）　前年対比　87.8％
　10月単月（道内）の出荷量は、味噌は前年対比で増加したが、醤油は
相変わらず良くない。

　1月～ 10月の道内累計出荷量は前年対比で、味噌は 95.5％、醤油は
89.4％だった。

　全国の 1月～ 9月の累計出荷量は前年対比で、味噌は 99.2％、醤油
は 98.9％であり、北海道の出荷量の数字は不振が続いている。�
� （味噌・醤油／全道）
・すでに 1月分の受注も受けているが、原木の入荷が相変わらず少な
く、生産効率も悪い。今後の冬山造材に期待する。�（一般製材／幕別）

・道南地域では新幹線の砂利需要がまだ発生していない。�（砕石／全道）
・11月度の出荷数量、売上高については、アスファルト合材用で前年対
比増加したが、路盤用と生コン用が前年対比減少したため、全体では

前年並みであった。� （砕石／札幌）
・自動車、水道資材は変化なし。建機・農機部品はやや良かったが、特
殊鋳鋼品は悪かった。鋳造用副資材、塗料の高止まりが起きている。�
� （銑鉄鋳物／全道）

・29年度の造船業況は、受注において、昨年度の大幅な減少の状況と比
べると今年はやや回復し、各造船所は一定の仕事量を確保している
が、低価格で赤字経営が続いている。当面はコストダウンと生産性向
上を図ることが課題と思われる。� （金属製品／室蘭）

・昨年度と比較すると、全体的に操業度、売上高が落ちている。年間製
造数を決めている企業はほぼ横ばい、他の企業が落ちているようであ
る。11月に、金属製品製造を行っている大きな地元企業がM＆Aに
より経営者が変わった。冬期間はどうしても操業度が下がるので、今
後の業況に期待する。� （金属工作機械／江別）

・受注先が本州方面からの分は非常に順調で、採算も充分に取れてい
る。反面、道内企業からの受注があるが、単価が厳しい状態が続いて
いる。� （金属工作機械／旭川）

・11月～ 12月末は例年通り多忙になると思われる。� （畳／函館）

製造業
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支部だより

下川町まちおこしセンター「コモレビ」
　下川バスターミナルの向かいに誰もが利用でき
る、地域の憩いの場があります。
　平成28年12月にオープンした下川町まちおこし
センター「コモレビ」は、かつて街の中心としてにぎ
わっていた旧駅前広場に、地域情報の発信や町民の
交流の場を目的として建設されました。
　同町は林業の町ということもあり、施設の構造材
や内装、家具などには地元産のカラマツやトドマツ、
ミズナラなどの木材を使用しており、木の香りが心
地よい暖かみのある空間となっています。
　施設内は、段差な
どがほとんどないバ
リアフリーになって
いるほか、打合せや
イベントに使える貸
出しスペースや木造

りの囲いがお洒落な休憩ス
ペース、町の特産品や職人の手
による作品の展示もあり、気軽
に利用できる施設になっています。
　日中暖かい光が差し込む大きな窓からは、四季に
応じて移りゆく下川町の景色や、中庭で遊ぶ子供達
の姿も見ることができます。
　また、しもかわ観光協会が観光案内所を併設して
おり、町外から訪れた方も気軽に立ち寄り下川町の
観光名所、特産品を紹介してもらうことができる町
の発信基地の役割も担っています。
　新たな下川町
のまちの広場
「コモレビ」。是
非一度訪れてみ
てはいかがで
しょうか。

釧路生コンクリート協同組合
釧路市と災害連携協定を締結
　釧路生コンクリート協同組合（伊勢茂夫理事長、組
合員10人）は、釧路市と大規模災害時における連携
協定を結びました。
　大規模災害時に発生した火災などで消防用水の確
保が難しい場合に、組合員が所有するコンクリート
ミキサー車で水を、運搬し、水槽などを通じ消防車に

供給する態勢を構築して万が
一に備えます。
　釧路・根室管内の自治体が生
コンクリートを扱う団体と消防用水に関する協定を
結んだのは初めてであり（平成29年12月現在）、ま
た、今回結ばれた協定では、飲み水を除く生活用水へ
の対応も想定されています。
　伊勢理事長と協定書を交わした蝦名大也釧路市長
は「皆さんの協力をいただけるのは大変心強い」とコ
メントし、年内にも組合と釧路市消防本部との訓練
を行う予定としております。

釧根支部（釧路市） 所管／釧路総合振興局・根室振興局管内
駐在職員／越川事務所長・大西（卓）主事

上川・宗谷支部（旭川市）所管／上川・宗谷総合振興局・留萌振興局管内
駐在職員／今井事務所長・大瀧主事・毛利主事

蝦名釧路市長（左）と協定を交わす伊勢理事長（右）

下川町発のアイディア商品が並ぶコモレビ外観
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『室蘭中島商店会コンソーシアム』
� ～宮古－室蘭フェリー航路開設200日前記念～
　平成30年6月22日の宮蘭フェリー就航まで200日
となった12月4日から2日間、室蘭と結ばれる岩手県
宮古市の物産展が、室蘭市中島町の中島商店会コン
ソーシアム「ふれあいサロンほっとな～る」で開催さ
れました。
　物産展のラインナップは「田老産真崎わかめ」や、
「めかぶ・茎わかめのショウガ漬け」、「磯とろろ」、ホタ
テエキスや宮古の塩などを使用した万能だれの「た
つっと浜だれ」など
様々な特産品が取り
揃えられました。
　なかでも、肉厚で
歯応え抜群、うま味
が凝縮した「田老産
真崎わかめ」の詰め

放題が大人気で、来場者は袋
いっぱいに詰め込んでいまし
た。
　室蘭での宮古市物産展は本年度3回目となり、回
を重ねるごとにリピーターが増えています。
　平成20年11月に廃止となった室蘭－青森フェ
リー以来の新たな航路開設ということもあり、注目
と期待が高まっています。

「砂川ポークチャップ」ご存知ですか？
　平成26年に新しく誕生した砂川市のご当地グル
メ「砂川ポークチャップ」はご存知でしょうか？
　一緒に誕生した可愛らしいゆるキャラ「すながわ
ポークチャップリン」も応援するこのグルメの定義
は、①砂川市内の飲食店であること、②砂川産の食材
を1つ以上使用すること、③ポークチャップである

ことの3点のみであるため、洋
食はもちろんのこと、中華や
バーガー店など様々なジャン
ルの市内21店舗
で味わうことがで
きます。
　中には、厚さ7
センチ重さ600グ
ラ ム の ポ ー ク
チャップを提供す
る店もありますの
で、是非「砂川ポー
クチャップ」を召
し上がりに来てく
ださい。

空知支部（岩見沢市） 所管／空知総合振興局管内
担当／連携支援部　伊藤主任

胆振支部（室蘭市） 所管／胆振総合振興局管内
駐在職員／中條事務所長・大西（雅）主事

多くの来場者で賑わった

すながわポークチャップリン

砂川ポークチャップ
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―
〇
〇
三
〇 

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
六
番
四
三
号

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
六
三
―
三
六
六
六
番

F
A
X

　（
〇
一
一
）
八
六
二
―
八
二
三
四
番

代
表
取
締
役

矢

　部

　和

　彦

協
同
組
合
石
狩
新
港
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
二
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
三
三
―
七
三
―
七
一
一
一
番

杉
　
山
　
隆
　
俊

北
海
道
砂
利
工
業
組
合

理
事
長

小

　澤

　由

　明

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
丁
目
一

原
田
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
三
八
一
番

札
幌
塗
装
工
業
協
同
組
合

理
事
長

曽

山

和

則

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目

　
　
札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内

〇
一
一
―
八
二
二
―
四
一
一
六

札
幌
発
寒
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

佐
々
木

　
　
　敦

札
幌
市
西
区
発
寒
十
六
条
十
四
丁
目
五
―
二
五

T
E
L

　〇
一
一
―
六
六
三
―
四
三
一
一
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
六
三
―
八
三
〇
一
番

協
業
組
合

　公
清
企
業

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
東
十
五
丁
目
一
四
〇
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
八
八
八
一

原

田

利

明

北
海
道
中
小
企
業
青
年
中
央
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

小

林

正

直

副
会
長

嶋

川

泰

規

副
会
長

長
谷
川

　将

　志

A
J
北
海
道
　
北
海
道
二
輪
車
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
二
四
条
東
四
丁
目
二
―
十
五
―
二
F
―
D

電
　
話
　
〇
一
一
―
七
八
八
―
八
七
七
八

理
事
長

大

村

直

幸

北
海
道
食
糧
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
本
通
十
九
丁
目
南
二
―
七

電

　話

　〇
一
一
―
八
四
六
―
二
一
九
一
番

武

田

俊

昭
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本　部

中

　村

　安

　雄

株
式
会
社
ほ
く
せ
ん

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
一
丁
目
北
専
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
六
一
―
六
一
〇
一

代
表
取
締
役
社
長

札
幌
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

丸

　山

　邦

　彦

札

幌

市

厚

別

区

厚

別

町

山

本

一

〇

六

三

番

地

四

一

八

電

　話

　〇
一
一
―
八
九
四
―
〇
六
七
三

北
海
道
街
商
協
同
組
合

理
事
長

清

　水

　秀

　樹

副
理
事
長

副
理
事
長

冨

　田

　保

　朗

二
丹
田

　祐

　次

副
理
事
長

前

　川

　二
三
男

石
狩
東
北
部
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

澤

田

尚

樹

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
二

江
別
市
緑
町
西
一
丁
目
一
一
四
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
一

理
事
長

　
　田

　孝

　雄

厚
生
労
働
大
臣
認
可

日
本
保
健
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合
連
合
会

北
海
道
知
事
認
可

北
海
道
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
三
丁
目
三
一
七
―
三

フ
ナ
コ
シ
ヤ
南
一
条
ビ
ル 

三
階

（
日
保
連
）
電
話
〇
一
一
│
二
一
三
│
一
〇
九
九

（
北
鍼
協
）
電
話
〇
一
一
│
二
一
三
│
一
〇
三
三

〒064－0802
札幌市中央区南2条西20丁目1番1号
BEAUT20 2階
PHONE　011－642－6066
FAX　　　011－642－6065
URL　http://www.be-way.net
e-mail　info@be-way.net

理事長
大野　博繁

札幌美容協同組合

北
海
道
イ
ン
テ
リ
ア
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
十
九
丁
目

　
　南
二
条
マ
ン
シ
ョ
ン

　一
〇
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
二
―
六
二
二
三

五
十
嵐

　幸

　雄

会

　長出

村

良

治

北
海
道
左
官
業
組
合
連
合
会

〒
〇
〇
三
―
〇
〇
〇
五

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
二

瀧

川

雅

司

札
整
振
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
一
丁
目
一
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
五
一
―
一
四
一
一

代
表
理
事

九

　石

　博

　昭

札
幌
市
中
央
区
南
二
十
八
条
西
十
三
丁
目
一
│
七

電
話
（
〇
一
一
）
五
五
一
│
八
一
八
一
番

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
十
五
丁
目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　3
F

電
話
（
〇
一
一
）
五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
　副
会
長

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部
　支
部
長

札
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

一
般
社
団
法
人

一
般
社
団
法
人

事
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局

h
ttp
://satto-k

ojin
tax
i.com

/
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本　部

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
建
具
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
一
条
七
丁
目

電

　話

　（
〇
一
一
）六
二
一
―
七
五
七
五
番

皆

　戸

　克

　司

事
務
局
063

0801
ー

北
海
道
税
理
士
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
三
―
一
三
三
五
番

松

村

　
宏

北
海
道
木
材
市
場
協
同
組
合

〇
〇
二
―
八
〇
五
二

札
幌
市
北
区
篠
路
町
上
篠
路
七
番
地
八

電

　話

　〇
一
一
―
七
七
五
―
七
七
五
五

理
事
長

加
賀
谷

　雅

　治

北
海
道
歯
科
用
品
商
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
二
一
条
東
七
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
七
四
ニ
―
ニ
三
ニ
ニ
番

石

田

　
誠

理
事
長

官
公
需
適
格
組
合

　協
同
組
合

　札
幌
自
動
車
整
備
セ
ン
タ
ー

理
事
長

札
幌
市
西
区
発
寒
十
四
条
二
丁
目
十
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
六
二
―
四
五
四
七
番

成

　田

　達

　信

北
海
道
米
菓
工
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
一
〇
丁
目
四
番
地

（
第
二
タ
イ
ム
ビ
ル
内
）

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
一
四
二
三
番

代
表
理
事

山

　口

　勝

　美

北
海
道
昆
布
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

　
　
　
　第
二
水
産
ビ
ル

　七
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
八
〇
六
八

中

山

　
俊

札
幌
集
団
給
食
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
十
七
丁
目
北
十
三
―
十
五

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
四
六
―
六
六
五
一

平
　
井
　
　
　
司

札
幌
建
設
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
七
丁
目
一
番
地

〇
一
一
―
二
五
一
―
六
五
三
五

木

村

幸

男

北
海
道
基
礎
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
北
区
北
六
条
西
六
丁
目
二
番
地

（
第
三
山
崎
ビ
ル
）

電

　話

　〇
一
一
―
七
三
六
―
七
八
八
六
番

関

本

厚

自

札
幌
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
七
条
西
十
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
一
七
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
三
五
三
番

三

　好

　安

　典

札
幌
団
地
倉
庫
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
七
一
七
一

木

　村

　輝

　美
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本　部

札
幌
水
産
物
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
一
一
―
八
三
〇
一
番

理
事
長

岩
瀬
谷
　
昌
　
昭

札
幌
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
東
雁
来
町
二
五
九
番
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
二
―
五
一
八
一
番

問

谷

功

三

北
海
道
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
八
丁
目
二
番
地

住
友
商
事
・
フ
カ
ミ
ヤ
大
通
ビ
ル
八
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
一
一
〇

才

　善

　宣

　雄

北
海
道
都
市
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
丁
目
三
―
二

　
　
　
　
　南
一
条
道
銀
ビ
ル
二
F

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
八
七
一

大

畑

範

義

札
幌
鉄
工
関
連
協
同
組
合

札
幌
市
西
区
発
寒
十
四
条
十
一
丁
目
一
番
十
八
号

電
　
話
　
（
〇
一
一
）
六
六
一
―
二
六
四
八
番

理
事
長

今
　
井
　
一
　
彦

協
同
組
合
札
幌
木
工
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

札
幌
市
西
区
発
寒
七
条
九
丁
目
四
番
三
十
三
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
六
二
―
六
一
六
一
番

安
　
本
　
勝
　
弘

読
売
新
聞

北
海
道
読
売
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目
読
売
北
海
道
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
一
〇
―
五
二
一
三

菊

　地

　
　
　進

北
武
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
中
央
通
六
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
一
―
三
三
二
三

小

西

政

秀

札
幌
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
東
一
条
十
五
丁
目
十
番
二
十
七
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
三
―
七
七
二
二

清

水

　
博

北
海
道
圧
接
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
三
十
二
条
東
五
丁
目

電

　話

　〇
一
一
│
七
一
二
│
六
三
三
三

大

嶋

忠

裕

札
幌
生
花
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
七
丁
目
三
―
五

T
E
L

　〇
一
一
―
八
九
二
―
三
九
三
八

F
A
X

　〇
一
一
―
八
九
二
―
九
二
二
九

理
事
長

大

　塚

　
　
　登

北
海
道
パ
ン
・
米
飯
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
三
丁
目
一
番
地
札
幌
北
三
条
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
二
二
三
九

北

島

孝

雄
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本　部

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
本
通
二
十
一
丁
目
北
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
一
八
四
四

近

　藤

　武

　史

北
海
道
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

会
　
長

札
幌
市
豊
平
区
豊
平
四
条
十
二
丁
目
一
―
二
十
七

T
E
L
（
〇
一
一
）
八
三
一
―
九
五
五
五

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
一
二
―
〇
六
九
〇

石
　
田
　
貞
　
子

〒
062－
0904

代
表
理
事

理
事
長

吉
　
中
　
愼
　
治

北
海
道
自
動
車
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
一
丁
目
三
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
二
三
三
番

岩

　田

　圭

　剛

官
公
需
適
格
組
合

　北
海
道
板
金
工
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
―
二

電

　話

　〇
一
一
―
八
一
一
―
七
二
一
五

洞

　内

　
　
　俊

企
業
組
合
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
二
三
丁
目
二
番
一
〇
│
三
〇
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
五
二
│
三
五
八
二

牛

　嶋

　和

　夫

札
幌
市
水
産
物
卸
売
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
〇
―
二
―
一

札
幌
市
中
央
市
場
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
一
―
七
二
八
一

理
事
長

北

　村

　勝

　満

北
海
道

商
業
協
同
組
合

自

転

車

軽
自
動
車

理
事
長

札
幌
市
西
区
琴
似
三
条
三
丁
目
一
番
四
十
七
号

ブ
ラ
ン
シ
ュ
ー
ル

　一
│
E

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
二
―
〇
〇
〇
一

小

　野

　盛

　秀

北
海
道
競
走
馬
輸
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
四
条
九
丁
目
一
―
二
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
五
―
四
八
五
〇

理
事
長

七

　條

　
　
　稔

北
海
道
指
定
自
動
車
学
校
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
九
条
西
十
八
丁
目

北
海
道
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
三
三
―
七
三
二
〇

乾

　

實

赤
帽
北
海
道
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
二
十
丁
目
七
―
三

T
E
L

　（〇
一
一
）七
九
〇
―
七
一
二
二

理
事
長

西

田

耕

二

や
ま
び
こ
北
海
道
農
機
商
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
厚
別
区
大
谷
地
東
一
丁
目
二
番
二
十
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
九
一
―
二
三
七
四

岡

本

　
優

北
海
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
送
事
業

　
　
　
　
　
　
　協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
―
七
八
一
―
六
一
五
五

F
A
X

　〇
一
一
―
七
八
一
―
六
〇
八
八

野

村

佳

史
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本　部

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　札
幌
青
果
卸
売
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
二
一
―
六
六
六
五
番

藏

　重

　
　
　満

副
理
事
長

中

川

伸

一

専
務
理
事

石

田

雅

久

札
幌
手
稲
工
業
団
地
協
同
組
合

札
幌
市
手
稲
区
曙
二
条
四
丁
目
四
番
三
十
六
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
八
二
―
〇
二
七
四

理
事
長

玉

井

　
繁

北
海
道
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
九
五
四
七

松

岡

敬

志

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
交
通
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
一
丁
目
一
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
二
〇
│
五
一
六
一

大

友

龍

之

北
海
道
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
工
事
業
協
同
組
合

札

幌

市

中

央

区

北

二

条

東

三

丁

目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　マ
ル
タ
ビ
ル
札
幌

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
〇
一
九

理
事
長

片

　山

　英

　男

官
公
需
適
格
組
合

　
協
同
組
合
札
幌
広
告
美
術
協
会

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
七
丁
目

白
樺
ビ
ル

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
二
一
―
二
三
九
三
番

理
事
長

藤
　
田
　
　
　
開

ぎ
ょ
れ
ん
協
同
会
社
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
八
五
二
四

風

無

成

一

札
エ
ネ
協（
官
公
需
適
格
組
合
）

札
幌
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

札
幌
市
北
区
北
二
十
四
条
西
六
丁
目
二
番
二
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
七
三
六
―
九
八
九
六
番

代
表
理
事

上
　
林
　
　
　
登

海
外
交
流
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
五
条
東
十
八
丁
目
三
番
二
十
四
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
七
九
二
―
一
九
一
一

吉
　
村
　
幸
　
充

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　道

央

青

果

協

同

組

合

事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

（
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
内
）

電
話
代
表

　〇
一
一
―
六
一
一
―
八
七
五
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
二
一
―
八
三
二
九
番

理
事
長

竹

　田

　良

　男

北
海
道
土
質
試
験
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
北
郷
一
条
八
丁
目
三
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
三
―
九
八
九
五

渡

　辺

　彰

　彦

北
海
道
芝
生
生
産
者
協
同
組
合
連
合
会

札
幌
市
中
央
区
南
五
条
西
一
丁
目

北
一
ビ
ル

　四
階

電

　話

　〇
一
一
―
五
一
二
―
二
八
三
三

F
A
X

　〇
一
一
―
五
一
二
―
六
五
六
〇

会

　長

池

添

裕

之
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本　部

北
海
道
自
動
車
処
理
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
十
九
条
東
十
二
丁
目
六
番
七
号

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
四
―
八
二
〇
〇
番

佐

藤

正

良

札
幌
流
通
セ
ン
タ
ー
運
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
三
番
三
十
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
四
―
六
一
七
一
番

理
事
長

奈

良

幹

男

官
公
需
適
格
組
合

　協
同
組
合

　札
幌
プ
リ
ン
ト
ピ
ア

代
表
理
事

札
幌
市
東
区
東
苗
穂
二
条
三
丁
目
四
番
四
八
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
八
〇
―
五
二
三
一

加

　藤

　
　
　優

札
幌
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
十
四
番
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
二
―
五
一
一
〇

岡

　本

　繁

　美

北
海
道
牛
乳
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

酪
農
セ
ン
タ
ー
四
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
二
五
六
一
番

副
理
事
長

田

　島

　久

　吉

理
事
長

竹

内

久

夫

北
海
道
農
産
物
集
荷
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
五
一
〇
一
番

山

本

英

明

代
表
理
事

笠
　
松
　
利
　
紀

毎
日
軽
自
動
車
運
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー

五
丁
目
六
番
六
五
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
六
一
―
三
九
七
八

F
A
X
　
〇
一
一
―
八
六
一
―
三
九
六
五

札
幌
市
薄
野
ゼ
ロ
番
地
飲
食
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
南
六
条
西
四
丁
目

T
E
L

　五
二
一
―
〇
一
一
六

理
事
長

太

田

正

師

国
際
研
修
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
東
四
丁
目
七
番
地

電
　
話
　
〇
一
一
│
二
四
一
│
六
一
八
一

F
A
X
　
〇
一
一
│
二
四
一
│
六
一
一
二

佐

藤

光

明

北
海
道
ペッ
ト
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
中
央
一
条
七
丁
目
一
―
七
大
宮
方

T
E
L

　〇
一
一
―
八
七
六
―
九
六
一
〇

北
海
道
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
二
条
西
十
丁
目
一
│
十
四

植
物
園
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ツ

　東
一
一
〇

電

　話

　〇
一
一
│
二
〇
四
│
六
八
〇
〇

F
A
X

　〇
一
一
│
二
八
一
│
七
八
九
〇

岩

田

洋

二

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
砕
石
共
販
協
同
組
合

札
幌
市
南
区
真
駒
内
本
町
一
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
三
―
二
五
六
七
番

理
事
長

岡

　本

　繁

　美
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本　部

〒
003

0876
│

心
陽
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
米
里
二
一
九
四
番
二

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
七
二
│
七
一
一
一

長

岡

　
勉

全
日
食
チ
ェ
ー
ン
北
海
道
協
同
組
合

〒
〇
六
一
―
一
四
〇
五

北
海
道
恵
庭
市
戸
磯
四
十
七
番
地
九

T
E
L

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
〇

F
A
X

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
五

U
R
L:http://w

w
w
.zchain.co

.jp

理
事
長

相

　澤

　長

　秀

石
狩
新
港
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
海
道
石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
〇
一
番
地
一
三

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
一
四
一
四

大

友

龍

之

恵
庭
農
畜
産
物
直
売
所

恵
庭
か
の
な
協
同
組
合

理
事
長

恵
庭
市
南
島
松
八
一
七
番
地
一
八

電

　話

　〇
一
二
三
│
三
六
│
二
七
〇
〇

桑

山

正

人

石
狩
管
工
事
業
協
同
組
合

石
狩
市
花
川
北
六
条
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
六
五
八
番

代
表
理
事

池

田

篤

司

ペ
ル
セ
協
同
組
合（
官
公
需
適
格
組
合
）

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
十
丁
目

電

　話

　〇
一
一
│
六
四
二
│
七
八
五
五

代
表
理
事

角

田

英

知

官
公
需
適
格
組
合

I
T
＆
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
集
団

戦
略
経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

理
事
長

赤

羽

幸

雄

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
九
丁
目
北
一
―
二
九

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
四
八
〇
〇

U
R
L

　

http://w
w
w
.senryakukeiei.net

札
幌
河
川
維
持
管
理
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目
経
済
セ
ン
タ
ー
五
階

札
幌
中
小
建
設
業
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
六
四
五
七

理
事
長

安

田

謙

一

代
表
理
事

山
　
田
　
昌
　
幸

札
幌
市
北
区
北
十
八
条
西
四
丁
目
二
番
二
十
号

北
一
八
条
ハ
イ
ツ
305

T
E
L
　
〇
一
一
―
七
〇
九
―
一
四
二
二

一
級
建
築
士
事
務
所

建
築
設
計
・
診
断
事
業
協
同
組
合

官
公
需
適
格
組
合

　恵
庭
ま
ち
づ
く
り
協
同
組
合

恵
庭
市
黄
金
北
四
丁
目
十
三
番
地
十
一

恵
庭
建
設
会
館
内

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
九
―
四
八
三
六

理
事
長

齊

　藤

　一

　史

石
狩
南
部
道
路
維
持
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事

千
歳
市
上
長
都
一
〇
五
七
番
地
七

電

　話

　〇
一
二
三
│
四
〇
│
二
一
五
一

山

　田

　耕

　作
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本　部

江
別
河
川
防
災
環
境
事
業
協
同
組
合

江
別
市
大
川
通
六
番
地（
防
災
ス
テ
ー
シ
ョン
内
）

電

　話

　〇
一
一
―
三
九
一
―
〇
九
九
〇
番

F
A
X

　〇
一
一
―
三
九
一
―
〇
八
八
〇
番

理
事
長

岡

﨑

晃

三

江
別
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
六
七
―
〇
〇
五
一

　
　
　
　
　
　
　

江

別

市

工

栄

町

十

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
一
―
六
六
二
二
番

丸

山

博

幸

大
麻
東
町
商
業
協
同
組
合

江
別
市
大
麻
東
町
一
五
番
地

〇
一
一
―
三
八
六
―
九
九
〇
〇

代
表
理
事

安
　
達
　
　
　
學

官
公
需
適
格
組
合

江
別
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

龍

　田

　昌

　樹

江
別
市
上
江
別
東
町
七
番
地
二
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
四
―
三
五
五
六
番

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
四
―
七
一
〇
二
番

官
公
需
適
格
組
合

江
別
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

理
事
長

江

別

市

工

栄

町

十

一

番

地

七

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
五
―
七
一
二
四

齋

　木

　良

　一

千
歳
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長千

歳
市
上
長
都
二
番
地
二
十
二

　
（
〇
一
二
三
）
二
三
ー
五
五
九
〇

平
　
野
　
幸
　
也

千
歳
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

千
歳
市
幸
町
六
丁
目
二
十
番
二
十
四
号

（
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
内
）

電
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特定社会保険労務士

特定社会保険労務士

特定社会保険労務士

特定社会保険労務士

社会保険労務士

社会保険労務士
中小企業診断士 千　葉　俊　幸

森　　　隆　幸

岡　部　典　子

辻　村　祐　一

星　川　聡　子

島　本　幾　子

星　野　千惠子

羽　生　利　治

011－882－2194

011－801－3112

011－223－8110

011－733－8234

011－741－7755

011－837－9823

011－892－1332

011－643－6575

専門家派遣・相談等支援事業コーディネーター

札幌地方中小企業団体事務長会
オホーツク中小企業団体事務長会
室 蘭 中 小 企 業 組 合 事 務 長 会
苫小牧地区中小企業団体事務長会
十勝地区中小企業団体事務長会
函館地区中小企業団体事務長会
道北地区中小企業団体事務長会
釧根地区中小企業団体事務長会
後志地区中小企業団体事務長会
空知地区中小企業団体事務長会

会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長

伊 藤 克 義
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e-mail：marumi-kikaku@nifty.com
http://homepage3.nifty.com/marumi-kikaku/

洗
練
さ
れ
た
マ
ナ
ー
で

　大
切
な
お
客
様
を

　　おも
て
な
し
致
し
ま
す
。

パーティ・イベントの綜合プロデュース

株式
会社マルミ企画

〒060－0055　札幌市中央区南5条東2丁目　シティビル南5条5F
TEL
011562-4510 FAX

011562-5193

横 井 　 隆
代表取締役社長

〒060‒0032
札幌市中央区北2条東1丁目1

Tel 011‒221‒9181

税 理 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

行 政 書 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

社会保険労務士法人むらずみ総合事務所

税務申告・節税対策・事業承継・事業再生支援・労務人事管理

給与計算・会社設立・許認可申請・資金調達支援・相続手続支援

IT活用支援

http://www.murazumi.jp

札幌 〒064-8648 札幌市中央区南8条西4丁目422番地 GRAND PARK BLD
TEL（011）513-5000(代) FAX（011）521-1451

千歳 〒066-0063 千歳市幸町3丁目15番地 エレガンスビル3階
TEL（0123）23-0115(代) FAX（0123）26-2020

東京 〒101-0047 東京都千代田区内神田2丁目15番9号 内神田282ビル
TEL（03）6260-8840(代) FAX（03）3256-8331

新
日
本
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版
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総
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　三

札幌市東区北12条東1丁目
電話 ( 0 1 1 )  7 4 1－3631
FAX ( 0 1 1 )  7 4 1－7030
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〒060－0001 札幌市中央区北1条西6丁目 TEL/011－261－5311

http://www.hotelgp-sapporo.com/

B1 味の会

【ご 宿 泊】
【ご 婚 礼】
【ご宴会・ご会合】
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社史・記念誌、自分史、エッセイ、画集、作品集など

㈱アイワード
お申し込み・お問い合わせ

さまざまな本づくりを
お手伝いします。

〒060－0033 札幌市中央区北3条東5丁目5番地91
TEL 011－241－9341　 FAX 011－207－6178　 http ://www. iword. co. jp

文字原稿、写真原稿、図版原
稿などに基づき、編集スタッフが
企画、校正、デザインのお手伝
いをします。

組版やデザイン、写真
処理などを経てから、校
正を著者と編集担当が、
細かく点検します。

●装幀・デザイン ●校正

自費出版専任エディターが編纂・編集の
お手伝いをします。
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スポーツ
施設利用
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J　　R JR「札幌駅」から徒歩約12分

（別途、消費税がかかります。）

25,500円
17,400円
17,400円
15,000円
15,000円
26,700円

約63名
約36名
約36名
約45名
約24名
約60名

180

一般社団法人

12,500円
8,500円
8,500円
7,500円
7,500円
13,000円

15,000円
10,500円
10,500円
9,000円
9,000円
16,000円

2,200円
1,500円
1,500円
1,300円
1,300円
2,400円

使用時間は厳守して下さい。午後6時以降使用時間の延長は出来ません。
使用時間の中には、使用の準備及び使用後の机、椅子等の整理の時間も含みます。
延長のお申込をいただいても、延長できない場合があります。

延長（18時まで）
30分単位

平日・料金区分

ただし、事前に申込いただきますと、午後6時まで（30分単位）使用時間を延長することができます。
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詳しい内容については、取扱代理店または
三井住友海上火災保険株式会社までお問い合わせください。

会社経営のリスクへの備え、万全ですか？

しっかり備えるなら！

スピーディーな保険金支払い!
労災事故が発生した場合、政府労災保険の認定を待たずに保険金をお支払い
します。政府労災保険の認定は、保険金のお支払い条件ではありません。（＊）
（＊）メンタルヘルス対策費用特約など一部の特約を除きます。

充実した付帯サービス!
貴社の人事・労務に関するお悩みにお答えする充実の付帯サービスです。
メンタルヘルスに関わる人事マネジメントや法律・税務相談などに、専門スタッフ
が電話でアドバイスします。（すべての契約に付帯されます。）

「人事・労務相談デスク」

メリット

1 納得の保険料水準！
全国中小企業団体中央会を契約者とする団体契約のスケールメリットを活かした保険料を実現しています。

事故発生 !

労災認定を待たずに

保険金をお支払い！

メンタルヘルスサポート

法律・税務・人事労務相談

メリット

2

メリット

3

就業中や
通勤途中の
事故による
社員のケガ

使用者責任
による
高額賠償

会員事業者のみなさまが補償金・賠償金を支出する
ことによって被る損害に備えるための制度です。

従業員の安心と、経営リスクの軽減を両立！

北海道中小企業団体中央会　会員のみなさまへ

三井住友海上火災保険株式会社
札幌支店法人営業課
住所：札幌市中央区北 3条西 2丁目
TEL：011－213－3889
FAX：011－213－3891

〈ご連絡先〉
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グループ・団体旅行・イベントのご相談お申込みは、下記へ

011‒261‒6584

45



道南支部

函
館
商
工
信
用
組
合

理
事
長

函

館

市

千

歳

町

九

番

六

号

T
E
L

　（
〇
一
三
八
）二
三
―
二
一
〇
一

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）二
六
―
六
〇
三
六

山

本

富

靖

040
―
0033

函
館
流
通
事
業
協
同
組
合

函
館
市
西
桔
梗
町
五
八
九
番（
流
通
セ
ン
タ
ー
）

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
四
九
―
五
五
三
一

田
　
島
　
勝
　
美

代
表
理
事

函
館
ド
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

函
館
市
弁
天
町
二
十
番
三
号

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
二
三
―
二
二
二
七

理
事
長

村

上

岩

夫

函
館
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

　三

　浦

　良

　藏

函館機械金属造船工業協同組合連合会
会　長　　村　瀬　　　充

函
館
市
浅
野
町
四
番
八
号

電

　話

　〇
一
三
八
―
四
二
―
九
二
五
〇

道
南
機
械
工
業
協
同
組
合

理
事
長

　福

　原

　賢

　治

道
南
鋳
物
工
業
協
同
組
合

理
事
長

　村

　瀬

　
　
　充

函
館
造
船
工
業
協
同
組
合

理
事
長

　津

　村

　英

　輔

函
館
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

函

館

市

日

乃

出

町

七

番

二

二

号

T
E
L

　〇
一
三
八
―
五
五
―
二
一
八
二

F
A
X

　〇
一
三
八
―
五
五
―
〇
六
七
五

理
事
長

玉

津

眞

史

函
館
駅
二
商
業
協
同
組
合

函

館

市

若

松

町

九

番

十

九

号

電

　話

　（
〇
一
三
八
）
二
二
―
五
三
三
〇

理
事
長

藤

　田

　公

　人

函
館
清
掃
事
業
協
同
組
合

函
館
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
セ
ン
タ
ー

理
事
長

函
館
市
東
山
町
一
四
九
番
地
の
六
号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
四
―
三
五
六
五

F
A
X

　〇
一
三
八
―
五
四
―
三
五
六
六

久

　保

　俊

　幸

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
建
築
板
金
事
業
協
同
組
合

函
館
市
亀
田
町
十
番
八
号

T
E
L

　八
六
―
六
四
二
八

F
A
X

　八
六
―
六
四
三
八

代
表
理
事

平

　田

　昭

　市
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道南支部

函
館
屋
外
広
告
業
協
同
組
合

理
事
長

福

　嶋

　
　
　聖

函
館
市
西
桔
梗
町
八
百
四
十
九
番
地
―
三
十

株
式
会
社
北
彩
内

T
E
L

　〇
一
三
八
―
四
九
―
六
八
一
五

F
A
X

　〇
一
三
八
―
四
九
―
六
八
五
一

〒
041－
0824

〒
040－
0073

函
館
生
花
商
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
西
桔
梗
町
五
八
九
番
地
二
七
二

　函

館

花

き

地

方

卸

売

市

場

内

電

　話
（
〇
一
三
八
）
四
八
―
八
七
九
三

F
A
X
（
〇
一
三
八
）
四
八
―
八
七
九
四

花

禅

㈱

桃

源

函

館

市

宮

前

町

八

―

八

電

　話
（
〇
一
三
八
）
四
五
―
二
六
一
五

F
A
X
（
〇
一
三
八
）
四
五
―
二
六
一
六

店
舗

星

　井

　英

　人

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
地
方
畳
商
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

千

代

台

町

三

〇

番

五

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
五
―
八
八
五
六
番

若

　林

　英

　勝

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
管
工
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー

理
事
長

函
館
市
海
岸
町
二
三
番
九
号

電

　話

　（
〇
一
三
八
）六
二
―
五
五
一
一

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）六
二
―
五
五
〇
〇

村

田

信

吾

〒
〇
四
〇
ー
〇
〇
六
一

函
館
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

理
事
長

山
　
本
　
裕
　
治

函
館
市
西
桔
梗
町
八
五
七
│
六

㈲
ボ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
ま
も
と
内

電
　
話
（
〇
一
三
八
）
四
八
│
六
〇
九
二
番

F
A
X
（
〇
一
三
八
）
四
八
│
六
〇
九
三
番

〒
041-
0824

道
南
伝
統
食
品
協
同
組
合

函

館

市

大

船

町

六

〇

〇

―

五

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
五
―
五
四
〇
三

代
表
理
事

町

田

晴

雄

一
般
社
団
法
人
函
館
地
方
自
動
車
整
備
振
興
会

函
館
地
方
自
動
車
整
備
事
業
協
同
組
合

函
館
市
西
桔
梗
町
五
五
五
番
地
三
六

電

　話

　〇
一
三
八
―
四
九
―
一
四
一
一
番

会

　長

理
事
長

河

　村

　祥

　史

ソ
ー
イ
ン
グ
道
南
縫
製
工
業
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
桔
梗
町
四
〇
六
番
地
の
一
六

電

　話

　〇
一
三
八
―
四
七
―
二
六
六
三

野

　村

　義

　明

函
館
朝
市
協
同
組
合
連
合
会

理
事
長

函

館

市

若

松

町

九

番

十

九

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
二
―
七
九
八
一
番

F
A
X

　〇
一
三
八
―
二
二
―
七
九
三
六
番

井

　上

　敏

　廣

函
館
塗
装
協
同
組
合

函
館
市
湯
川
町
三
丁
目
四
五
番
三
号

電

　話

　〇
一
三
八
―
三
六
―
一
八
〇
〇

F
A
X

　〇
一
三
八
―
三
六
―
一
八
〇
一

理
事
長

西

山

智

之

函
東
工
業
協
力
協
同
組
合

函

館

市

北

浜

町

三

番

五

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
四
二
―
六
〇
〇
七

代
表
理
事

渡

部

　
勤

函
館
車
両
整
備
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

旭

町

五

番

十

五

号

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
二
三
―
二
四
二
五

川

村

泰

章

〒
040

0037
ー
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道南支部

函
館
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

理
事
長

北
斗
市
追
分
三
丁
目
三
番
一
七
号

電
話

　〇
一
三
八
―
四
八
―
五
二
一
五

辰

宮

　
章

渡
島
国
際
交
流
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

茅
部
郡
森
町
字
砂
原
二
丁
目

一
八
八
番
地
の
一

電
　
話
　
〇
一
三
七
四
―
八
―
五
一
一
一

坂
　
本
　
徳
　
博

函
館
自
由
市
場
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

新

川

町

一

番

二

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
七
―
二
二
〇
〇

前

　
　
　直

　幸

協
同
組
合
　魚
長

代
表
理
事

函

館

市

豊

川

町

十

二

番

十

二

号

電
話

　〇
一
三
八
―
二
六
―
一
八
一
一

柳

沢

政

人

北
海
道
ア
パ
レ
ル
産
業
協
同
組
合

理
事
長

伊

藤

精

二

函
館
市
石
川
町
六
四
番
地
一

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
四
七
―
五
二
七
〇

函
館
地
方
道
路
維
持
協
同
組
合

函
館
市
本
通
一
丁
目
三
五
番
一
二
号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
四
―
〇
〇
〇
六

株
式
会
社

　道

　水

代
表
取
締
役
社
長

函
館
市
豊
川
町
二
七
番
五
号

電

　話

　（〇
一
三
八
）二
二
―
七
一
三
六
㈹

髙

　野

　元

　宏

函
館
美
容
業
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

大

手

町

九

番

十

二

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
三
―
六
四
〇
三

永

井

龍

剛

柳

　沢

　政

　人

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ホ
テ
ル
函
館
ロ
イ
ヤ
ル

函

館

市

大

森

町

十

六

番

九

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
六
―
八
一
八
一（
代
）

三
井
生
命
保
険
株
式
会
社

函
館
支
社
長

函

館

市

梁

川

町

五

番

八

号

電
話

　〇
一
三
八
（
五
四
）
五
四
六
四

久
保
木

　秀

　一

日
浦
椎
茸
生
産
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
日
浦
町
四
十
九
番
地

電
　
話
　
（
〇
一
三
八
）
八
三
│
三
三
五
五

坪

　

光

雄
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道南支部

税
理
士
法
人
　小
形
税
務
会
計
事
務
所

本

　
　社

　〒
〇
四
〇
―
〇
〇
二
五

　函
館
市
堀
川
町
二
七
番
一
三
号

電

　話

　（
〇
一
三
八
）八
四
―
六
七
五
六

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）八
四
―
六
三
三
四

江
差
支
社

　〒
〇
四
三
―
〇
〇
五
二

　檜
山
郡
江
差
町
字
茂
尻
町
一
四
一
番
地

電

　話

　（
〇
一
三
九
）五
二
―
四
五
六
七

F
A
X

　（
〇
一
三
九
）五
二
―
四
五
六
八

代
表
社
員

税
理
士

小

　形

　雅

　晴

社
会
保
険
労
務
士

　吉
田
事
務
所

〒
〇
四
〇
―
〇
〇
〇
一

函
館
市
五
稜
郭
町
一
九
番
一
五
号 

日
昇
ビ
ル
二
階

　〇
一
三
八
―
五
二
―
〇
五
六
六

特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士

吉

田

則

幸

税
理
士
法
人
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

税
理
士
・
中
小
企
業
診
断
士

吉

　田

　
　
　聡

札
幌
市
厚
別
区
厚
別
東
四
条
四
丁
目
九
―
一

電

　話

　〇
一
一
―
三
九
八
―
四
七
三
六

渡
島
噴
火
湾
水
産
協
同
組
合

理
事
長

二
海
郡
八
雲
町
東
野
二
一
九
番
地
一
〇

電

　話

　〇
一
三
七
│
六
六
│
三
〇
三
三

碇

　

　貞

　一

函
館
商
工
会
議
所

会

　頭
函

館

市

若

松

町

七

番

十

五

号

T
E
L
（
〇
一
三
八
）
二
三
―
一
一
八
一

久

保

俊

幸

株
式
会
社
函
館
国
際
ホ
テ
ル

函

館

市

大

手

町

五

番

一

〇

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
三
―
五
一
五
一（
代
）

総
支
配
人

深

谷

浩

司

フ
ォ
ー
ポ
イ
ン
ト
バ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
函
館

函
館
市
若
松
町
一
四
番
一
〇
号

電
　
話
　
〇
一
三
八
│
二
二
│
〇
一
一
一

総
支
配
人

野

村

裕

幸

マイハーベスト
新型定期預金

商工中金函館支店

〒040-0063
函館市若松町3番6号

TEL 0138-23-5621

お預け入れは50万円から

有利な金利設定 ※当金庫内の通常の
　定期預金と比較

『お預け入れは個人のお客さまに限らせて
　いただきます。』

選べる期間（1年、2年、3年）

固定金利・半年複利
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上川支部

髙
　
橋
　
秀
　
樹

旭
川
林
産
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
北
一
条
十
丁
目
八
番
三
号

電
　
話
　
〇
一
六
六
―
四
六
―
〇
六
六
一
番

協
同
組
合
日
専
連
旭
川

旭

川

市

二

条

通

八

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
〇
〇
〇

理
事
長

鎌

　田

　嘉

　範

道
北
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
三
条
通
十
一
丁
目
左
七
号

電

　話

　　
（
〇
一
六
六
）
二
六
―
四
一
一
六

武

田

政

則

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
三
―
六
六
七
一
番

竹

川

秀

幸

官
公
需
適
格
組
合

　旭
川
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭

川

市

上

常

盤

町

二

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
四
六
六
番

龍

後

英

幸

旭
川
平
和
通
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

旭
川
市
四
条
通
八
丁
目
一
七
〇
三
番
五

　
　
　
　
　
　
　
　ア
ピ
ス
ビ
ル
三
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
六
―
〇
八
一
五

大

　西

　勝

　一

旭
川
平
和
通
買
物
公
園
企
画
委
員
会

委
員
長

佐
々
木

　邦

　男

旭
川
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
㈿
五
階

電

　話

　〇
一
六
六
│
七
六
│
一
一
三
一

山

　中

　正
志
渡

支
部
長青

　木

　昭

　二

北
海
道
電
機
商
業
組
合
旭
川
支
部

旭
川
市
豊
岡
十
四
条
六
丁
目
八
│
八

　
　
　
　
　
　で
ん
き
館
ビ
ル
二
F

電

　話

　〇
一
六
六
│
七
四
│
四
〇
九
八

旭
川
市
工
業
団
地
三
条
二
丁
目
一
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
三
六
―
四
九
五
五

h
ttp
://w

w
w
.a
s
a
h
ik
a
w
a
-ip
.c
o
m

旭
川
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長藤

　原

　貞

　雄

留
萌
地
方
石
油
業
協
同
組
合

留
萌
市
本
町
三
丁
目
三
二
番
地
（
山
下
ビ
ル
3
F
）

電

　話

　〇
一
六
四
―
四
二
―
七
三
一
五
番

理
事
長

対

　馬

　健

　一
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上川支部

官
公
需
適
格
組
合

名
寄
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

　
名
寄
市
大
通
北
二
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
一
一
四
〇

桑

　原

　裕

　敏

旭
川
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
鷹
栖
町
八
線
西
二
号
二
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
八
七
―
四
五
〇
〇

理
事
長

武

　石

　正

　志

旭
川
地
方
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
緑
町
十
九
丁
目
二
八
五
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
八
五
一
〇

神

　谷

　隆

　行

大
丸
交
通
産
業
協
同
組
合

旭
川
市
緑
が
丘
南
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
六
―
二
二
三
二

代
表
理
事

本

　田

　孝

　至

旭
東
林
産
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
東
川
町
南
町
二
丁
目
二
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
八
―
四
八
五
五

佐

々

木

　

　斉

北
海
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト
長
尺
開
水
路
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
四
七
―
二
六
〇
一
番

山

下

裕

久

上
川
北
部
環
境
整
備
協
同
組
合

中
川
郡
美
深
町
字
東
四
条
北
四
丁
目
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
九
―
二
四
〇
〇

理
事
長

山

崎

晴

一

留
萌
中
部
道
路
環
境
事
業
協
同
組
合

理
事
長

苫

前

郡

羽

幌

町

南

町

ニ

ニ

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
六
ニ
―
ニ
四
五
〇

水

上

　
博

北
部
ク
リ
ー
ン
企
業
組
合

代
表
理
事

事
務
所

　中
川
郡
中
川
町
字
中
川
三
四
〇
号

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
七
―
三
四
四
六

F
A
X

　〇
一
六
五
六
―
七
―
二
九
一
七

戸

井

宇

一

北
土
地
籍
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭
川
市
九
条
通
二
三
丁
目
三
番
地
の
一

電

　話

　〇
一
六
六
―
三
五
―
二
七
八
六

田

上

利

明

協
業
組
合
北
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

士
別
市
南
町
東
三
区
四
七
二
番
地
六
〇

電

　話

　〇
一
六
五
―
二
三
―
二
九
八
八

営
業
所

　名
寄
・
風
連
・
和
寒

給

排

水

指

定

業

者

特
定
建
設
業

　官
公
需
適
格
組
合

理
事
長

福

　島

　和

　秀

協
同
組
合
旭
川
ハ
イ
ヤ
ー
協
会

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

一

〇

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
五
四
二
三
番

柏

　葉

　健

　一
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上川支部

名
寄
三
信
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

名

寄

市

字

徳

田

一

四

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
一
三
六
七

眞

鍋

和

一

和
寒
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
和
寒
町
字
西
町
十
八
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
―
三
二
―
三
三
四
四

藤

　村

　光

　司

高

橋

雅

雄

北
海
道
中
小
企
業
協
同
組
合

上
川
郡
和
寒
町
字
東
町
六
番
地
一

電

　話 

〇
一
六
五
―
三
二
―
六
六
六
一

代
表
理
事

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
清
田
区
清
田
二
条
一
丁
目
一
―
三
十
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
八
五
―
九
三
四
五

甲

　斐

　啓

　二

下
川
ふ
る
さ
と
興
業
協
同
組
合

上
川
郡
下
川
町
共
栄
町
一
番
地
一

電
話

　〇
一
六
五
五
―
四
―
四
二
〇
六
番

理
事
長

横

井

範

明

旭
川
地
方
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
北
一
条
十
丁
目
八
番
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
四
六
―
〇
八
〇
〇
番

野

村

幸

生

2018

旭
川
地
区
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
七
四
八
一
番

山

　下

　裕

　久

名
寄
市
風
連
町
北
栄
町
一
三
九
番
地
一

電

　話

　〇
一
六
五
五
―
三
―
四
六
〇
〇

官
公
需
適
格
組
合

風
連
環
境
保
全
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

中

舘

克
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上川支部

米
田
法
律
事
務
所

弁
護
士

米

　田

　和

　正

〒
〇
七
〇
―
〇
〇
三
四

旭

川

市

四

条

通

九

丁

目

朝
日
生
命
ビ
ル
六
階

電
話
・
FAX

　〇
一
六
六
―
二
五
―
六
二
二
八
番

　
　
　

h
ttp://nttbj.itp.ne.jp/0166256228/

i
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

中
小
企
業
診
断
士

社
会
保
険
労
務
士

エ
ミ
ナ
総
合
法
律
事
務
所

旭
川
市
五
条
通
九
丁
目
一
一
六
三
―
一

T
E
L

　〇
一
六
六
―
二
七
―
四
七
二
七

F
A
X

　〇
一
六
六
―
二
七
―
四
七
三
七

弁
護
士

　
　

辻

　本

　純

　成

弁
護
士

　
　

斎

　藤

　大

　貴

弁
護
士

　
　

山

　本

　直

　久

佐
々
木

　
　
　洵

菊

原

　
洋

樹

株
式
会
社
旭
川
ト
ー
ヨ
ー
ホ
テ
ル

旭
川
市
七
条
通
七
丁
目
三
二
―

一
二

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
二
―
七
五
七
五

代
表
取
締
役
社
長

税
理
士
法
人

　中
央
総
合
会
計

代
表
税
理
士

井

　内

　敏

　樹

旭
川
市
七
条
通
十
三
丁
目
五
十
九
番
地
四

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
五
―
四
一
三
一
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十勝支部

協
同
組
合

　日
専
連
と
か
ち

理
事
長

帯
広
市
西
二
条
南
八
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
一
―
二
〇
〇
〇

臼

井

呉

行

十
勝
骨
材
共
販
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
一
条
北
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
四
五
四
七
番

齋

　藤

　悟

　郎

　
橋

克

弘

十
勝
信
用
組
合

理
事
長

帯
広
市
大
通
南
九
丁
目
十
八
・
二
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
一
三
七
一

帯
広
地
方
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
十
九
条
北
一
丁
目
八
番
三
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
五
一
三
一

石

　原

　英

　樹

十
勝
電
気
工
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
七
条
南
七
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
五
―
四
八
一
八
番

理
事
長

太

田

　
勝

協
同
組
合

　帯
広
卸
売
セ
ン
タ
ー

理
事
長

帯
広
市
西
八
条
南
六
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
一
八
一
三
番

h
ttp
://o
b
ih
iro
-o
ro
s
h
iu
ri.c

o
m
/

横

　川

　真

　和

北
海
道
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
二
条
南
四
丁
目
三
番
地
六

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
三
七
二
七
番

熊

　頭

　勇

　造

十
勝
川
温
泉
旅
館
協
同
組
合

河
東
郡
音
更
町
十
勝
川
温
泉
北
十
五
丁
目
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
四
六
―
二
四
四
七

F
A
X
　
〇
一
五
五
―
四
六
―
二
五
三
三

代
表
理
事

林
　
　
　
文
　
昭

芽
室
商
工
協
同
組
合

河
西
郡
芽
室
町
東
一
条
一
丁
目
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
六
二
―
二
〇
〇
九
番

代
表
理
事

家

内

裕

典

帯
広
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
二
丁
目
二
十
三
―
九

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
三
一
四
六
番

河

　合

　武

　洋

帯
広
地
方
中
古
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
五
条
北
二
丁
目
二
番
三
十
九
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
二
五
七
八

上

嶋

康

秀
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十勝支部

十
勝
中
央
維
持
管
理
協
同
組
合

中
川
郡
幕
別
町
字
依
田
二
三
九
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
五
六
―
七
六
〇
八

代
表
理
事

丸

岡

秀

幸

十
勝
芝
生
販
売
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
一
条
南
五
丁
目
二
九
番
地
四

T
E
L

　〇
一
五
五
―
三
四
―
一
七
三
二

寺

嶋

誠

一

と
か
ち
銀
河
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

中
川
郡
本
別
町
南
四
丁
目
六
番
地
一

電
　
話
　
〇
一
五
六
―
二
二
―
二
三
三
三

佐

藤

　

武

赤
帽
北
海
道
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

理

　
　
　事

帯
広
支
部
長帯

広
市
白
樺
十
六
条
東
十
二
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
四
―
一
一
四
四

今

　野

　勝

　之

北
日
本
流
通
協
同
組
合

〒
〇
八
〇
―
〇
五
六
二

北
海
道
河
東
郡
音
更
町
字
東
音
更

　
　
　
　
　西
二
線
三
四
番
地
九

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
二
―
七
二
二
〇
番

代
表
理
事

手

　塚

　義

　美

十
勝
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
一
条
北
一
丁
目
三
番
二
十
号

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
七
―
六
八
八
八

理
事
長

兼

子

　

賢

十
勝
再
生
骨
材
販
売
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
条
南
五
丁
目
一
二
番
七

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
八
―
三
三
五
六

理
事
長

大
　
友
　
広
　
明

十
勝
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

帯
広
市
西
二
十
条
北
一
丁
目
三
番
三
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
三
一
四
一

中

　島

　愼

　司

芽
室
町
維
持
修
繕
協
同
組
合

代
表
理
事河

西
郡
芽
室
町
東
十
一
条
十
丁
目

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
二
│
三
九
九
九

青

　木

　
　
　昇

ユ
イ
マ
ー
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一

根

　本

　
　
　健

帯
広
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
八
二
六
五

理
事
長

藤

川

一

三

エ
コ
シ
ス
テ
ム
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
東
四
条
南
十
四
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
七
―
四
一
一
五

代
表
理
事

齋

　藤

　悟

　郎
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十勝支部

有
限
会
社
石
田
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス

代
表
取
締
役帯

広
市
西
二
条
南
二
四
丁
目
三
番
地

電
話
・
F
A
X

　〇
一
五
五
―
二
六
―
二
六
三
八

石

田

邦

雄

東
十
勝
維
持
管
理
協
同
組
合

代
表
理
事

中
川
郡
豊
頃
町
礼
作
別
六
八
二
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
│
五
七
四
│
二
四
二
五

田
名
邊

　義

　夫

・
ク
ラ
ウ
ド
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事河

東
郡
音
更
町
南
鈴
蘭
北
三
丁
目
十
二
番
地
十
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
四
三
―
五
一
六
〇

井
　
下
　
英
　
透

十
勝
品
質
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
十
勝
川
温
泉
北
十
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
番
七

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
七
│
六
〇
八
〇

佐

　藤

　
　
　聡

社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
　

し
ま
や
事
務
所

　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士

所
　
長

帯
広
市
西
二
条
南
二
十
九
丁
目
七
番
地
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
二
六
│
四
八
六
四

嶋
　
谷
　
耕
　
治
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釧根支部

官
公
需
適
格
組
合

釧
路
北
部
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

川
上
郡
弟
子
屈
町
高
栄
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電

　話

　〇
一
五
―
四
八
二
―
四
三
五
五

小

　澤

　由

　明

釧
路
市
新
釧
路
町
十
四
番
六
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
三
―
一
二
八
一
番

釧
根
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

福

井

克

美

協
同
組
合
　
日
専
連
く
し
ろ

理
事
長

釧
路
市
北
大
通
二
丁
目
七
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
二
―
二
〇
〇
〇
番

岡

野

公

夫

釧
路
骨
材
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
新
富
士
町
五
丁
目
二
番
三
八
号

電

　話

　（
〇
一
五
四
）五
二
―
五
一
一
一
番

曽
我
部

　喜

　市

協
同
組
合
　
釧
路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

釧
路
市
星
が
浦
南
三
丁
目
一
番
八
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
五
三
―
一
一
〇
〇
番

理
事
長

島

本

幸

一

釧
路
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

釧
路
市
南
大
通
三
丁
目
一
番
十
九
号

電

話

〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
七
七
番

阿

　部

　
　
　聡

浜
中
輸
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

厚
岸
郡
浜
中
町
浜
中
桜
西
二
十
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
六
四
―
二
一
一
六

赤

　石

　美
枝
子

根
室
浜
中
地
区
採
石
事
業
協
同
組
合

根
室
市
本
町
三
丁
目
一
番
地

「
み
な
と
み
ら
い
館
二
―
D
号
」

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
二
九
―
三
五
〇
〇

代
表
理
事

野
　
陳
　
　
　
敏

釧
路
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

釧
路
市
春
日
町
三
番
六
号
丸
平
総
合
ビ
ル
三
F

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
二
一
八
五

理
事
長

伊

勢

茂

夫

官
公
需
適
格
組
合

　釧
根
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧

路

市

大

町

一

丁

目

一

番

十

号

電

　話

　〇
一
五
四
―
四
一
―
六
八
一
八

豊

田

高

明

理
事
長

足

　立

　
　
　弘

釧
路
市
鳥
取
大
通
六
丁
目
一
番
一
号

　
　
　
　
　
　自
動
車
会
館
一
階

電

　話
（
代
表
）
五
二
―
一
三
三
一

釧
路
ハ
イ
ヤ
ー
協
同
組
合
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釧根支部

北
根
室
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

〒
〇
八
六
―
一
〇
五
四

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目

電

　話

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
九
九
番

F
A
X

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
三
一
番

理
事
長

佐

藤

賢

造

株
式
会
社
金
安
薬
局

代
表
取
締
役釧

路

市

豊

川

町

一

七

│

二

〇

電

　話

　〇
一
五
四
│
二
五
│
〇
一
二
二

金

　安

　伸

　一

ち
え
の
わ
事
業
協
同
組
合

野
付
郡
別
海
町
泉
川
五
七
番
地
一
一

電

　話

　〇
一
五
三
│
七
七
│
三
八
三
七
番

理
事
長島

　崎

　美

　昭

石
井
宏
臣
税
理
士
事
務
所

税
理
士

釧

路

市

城

山

一

丁

目

四

番

地

T
E
L

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
五

F
A
X

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
六

石

井

宏

臣

別
海
厚
生
企
業
組
合

　
介
護
事
業
所
す
ず
ら
ん

野
付
郡
別
海
町
別
海
鶴
舞
町
六
―
四
五

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
七
九
―
六
二
三
〇

代
表
理
事

三
　
友
　
盛
　
行

池
田
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

釧
路
市
美
原
三
丁
目
四
十
四
番
五
号

電
話

　〇
一
五
四
―
三
七
―
〇
二
八
八

特
定
社
会
保
険
労
務
士

池

　田

　一

　己

株
式
会
社
ラ
コ
ン
テ

中
小
企
業
診
断
士

釧
路
市
鳥
取
北
六
丁
目
六
番
二
十
一
号

電

　話

　〇
一
五
四
│
五
三
│
三
八
三
六

松

　井

　智

　聖

社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
ラ
コ
ン
テ

社
会
保
険
労
務
士

松

　井

　ま
ゆ
ら

中
小
企
業
診
断
士

東

　
　
　忠

　志

中
標
津
地
区
山
砂
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

標
津
郡
中
標
津
町
東
三
十
二
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
七
九
九
〇

中

村

義

信

阿
寒
綜
合
林
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
新
町
二
丁
目
六
番
九
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
六
六
―
三
一
〇
ニ

大
　
澤
　
友
　
厚

根
室
中
部
砂
利
販
売
協
同
組
合

理
事
長

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目
一
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
五
八
四
一
番

上

田

光

夫

阿
寒
観
光
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
阿
寒
湖
温
泉

大

　西

　雅

　之

釧
路
環
境
衛
生
企
業
組
合

釧
路
市
入
江
町
一
四
番
七
号

電
　
話
　（
〇
一
五
四
）二
二
―
九
三
七
五

理
事
長

迫
　
田
　
正
　
博
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釧根支部

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

北
海
道
東
支
店

　釧
路
支
社

支
社
長

釧

路

市

黒

金

町

七

│

四

│

一

釧
路
太
平
洋
興
発
ビ
ル
5
F

T
E
L

　〇
一
五
四
│
二
三
│
三
〇
一
一

阿

部

哲

也

〒
085－
0018

釧
路
市
柏
木
町
五
番
三
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
八
八

代
表
取
締
役
会
長

税

理

士

青
　
木
　
孝
　
志

株
式
会
社
釧
路
第
一
経
営
セ
ン
タ
ー

ア
オ
キ
孝
志
税
理
士
事
務
所

三
井
生
命
保
険
　株
式
会
社

　釧
路
支
社

支
社
長

釧

路

市

末

広

町

十

丁

目

一

番

地

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
八
五
八
八

大

　塚

　健

　次
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網走支部

北
見
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

北
見
市
北
二
条
西
二
丁
目
十
二
番
地

み
ん
と
ひ
ろ
ば
内

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
七
〇
三

理
事
長

真

柳

正

裕

北
見
地
区
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
春
光
町
二
丁
目
一
五
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
六
五
四
五

石

　澤

　徳

　司

北
見
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

代
表
理
事北

見

市

光

西

町

一

六

七

番

地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
四
五
四
四

栗

　山

　太

　郎

網
走
水
産
飼
料
加
工
協
同
組
合

網
走
市
能
取
港
町
二
丁
目
五
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
七
―
一
〇
一
一

理
事
長

宮

川

　

忠

協
同
組
合
北
見
綜
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

北

見

市

卸

町

三

丁

目

七

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
―
三
六
―
二
四
四
一

小

　松

　正

　道

協
同
組
合
日
専
連
北
見

理
事
長

北
見
市
北
二
条
西
三
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
三
三
一
一
番

山

　田

　義

　久

北
見
木
工
協
同
組
合

理
事
長

中

　橋

　孝

　章

北
見
市
東
相
内
町
十
二
―
八

木
工
セ
ン
タ
ー

事
務
所

T
E
L
（
〇
一
五
七
）三
六
―
二
〇
〇
三

F
A
X
（
〇
一
五
七
）三
六
―
七
四
七
〇

オ
ホ
ー
ツ
ク
カ
ー
ド
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

斜

里

町

港

町

一

番

地

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
三
―
〇
九
〇
二
番

佐
々
木

　浩

　二

北
見
地
方
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

北

見

市

三

楽

町

一

九

八

番

地

一

電

　話
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
〇
番

F
A
X
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
一
番

網

走

市

潮

見

一

八

五

番

地

六

電

　話
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
四
〇
二
三
番

F
A
X
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
六
九
三
七
番

吉

　野

　典

　孝

北
見
事
務
所

網
走
支
部

官
公
需
適
格
組
合

北
見
管
工
事
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
北
進
町
三
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
八
一
三
番

小

　泉

　勝

　裕

し
れ
と
こ
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
九
―
四
一
四
二

斜
里
郡
斜
里
町
字
中
斜
里
一
八
番
地
二
九

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
三
―
二
一
五
八

F
A
X

　〇
一
五
二
―
二
三
―
五
六
五
五

理
事
長

佐

　藤

　年

　彦

60



網走支部

網
走
地
方
芝
生
販
売
協
同
組
合

網
走
市
新
町
一
丁
目
七
番
十
四
号

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
五
―
一
八
一
〇

理
事
長

大

槻

憲

正

北
見
地
方
畜
産
商
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
見
市
端
野
町
緋
牛
内
一
四
〇
〇
番
地
四

電

　話

　〇
一
五
七
―
五
七
―
二
三
一
九
番
㈹

鈴

　木

　法

　明

紋
別
地
方
石
油
業
協
同
組
合

官
公
需
適
格
組
合

紋
別
市
幸
町
五
丁
目
一
番
地
二
四

電

　話

　〇
一
五
八
―
二
四
―
二
〇
六
一
番

理
事
長

薩

　田

　和

　明

斜
里
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

斜
里
郡
斜
里
町
光
陽
町
五
二
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
二
―
二
七
六
〇

代
表
理
事

中

　田

　幸

　位

遠
軽
地
区
環
境
衛
生
協
同
組
合

紋
別
郡
遠
軽
町
西
町
一
丁
目
五
番
地
九

電

　話

　〇
一
五
八
―
四
二
―
二
三
一
〇

専
務
理
事

稲

田

光

男

理
事
長

寺

田

明

弘

北
見
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

大

和

三

二

八

番

六

電

　話

　〇
一
五
七
―
六
七
―
七
〇
四
〇

斉

　藤

　伸
一
郎

網
走
共
栄
企
業
組
合

理
事
長

網

走

市

潮

見

二

丁

目

六

番

十

号

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
四
│
一
三
二
五

石

　川

　伸

　司

北
見
仕
出
し
飲
食
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
常
盤
町
四
丁
目
一
番
地
一
二

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
五
―
八
三
九
七

前

　田

　康

　仁

知
床
温
泉
旅
館
協
同
組
合

代
表
理
事

斜
里
郡
斜
里
町
ウ
ト
ロ
西
一
八
六
番
地
八

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
四
―
二
六
三
九

桑

島

大

介

環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

卸

町

三

丁

目

三

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
│
三
三
│
三
三
七
七

　森

　
　
　茂

　

美
幌
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

網
走
郡
美
幌
町
字
美
禽
十
六
番
地
の
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
七
三
―
二
一
二
八

横

　山

　喜

　義

紋
別
地
区
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
紋
別
市
元
紋
別
六
番
地
の
一

電

　話

　〇
一
五
八
│
二
三
│
三
六
五
四

谷

内

信

一
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網走支部

北
見
造
園
緑
化
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

広

郷

一

一

三

六

│

三

T
E
L

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
四

F
A
X

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
六

木

村

　
清

〒
〇
九
九
│
一
五
八
六

税
理
士
法
人
松
尾
会
計

北
見
市
美
芳
町
一
丁
目
四
番
二
四
号

電
　
話
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
二
番

F
A
X
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
八
番

松
　
尾
　
俊
　
介

代
表
社
員

税
理
士

佐
々
木
儀
幸
税
理
士
事
務
所

税
理
士

網
走
市
南
六
条
西
三
丁
目
八
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
七
一
〇

F
A
X

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
一
九
一

佐
々
木

　儀

　幸
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胆振支部

輪
西
中
核
施
設
協
同
組
合

代
表
理
事

室
蘭
市
輪
西
町
二
丁
目
五
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
三
│
四
三
│
五
八
四
六

松

永

英

樹

協
業
組
合

　ユ
ニ
オ
ン
建
設

室
蘭
市
東
町
二
丁
目
二
番
十
五
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
四
一
―
三
九
〇
一

代
表
理
事

斉

藤

　
聡

協
同
組
合
日
専
連
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

苫
小
牧
市
表
町
三
―
二
―
十
一

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
三
三
―
二
〇
〇
〇

野
　
村
　
信
　
一

理
事
長

室
蘭
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
八
八
六
〇

江

　良

　貴

　志

中
島
中
央
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

室
蘭
市
中
島
町
一
丁
目
三
十
二
番
十
四
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
七
―
七
九
〇
〇

門

　脇

　宏

　幸

洞
爺
湖
温
泉
利
用
協
同
組
合

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
七
十
八
番
地
三
八
六

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
五
―
二
七
〇
六

代
表
理
事

若

　狭

　洋

　市

苫
小
牧
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

苫
小
牧
市
新
開
町
四
丁
目
六
番
十
八
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
七
三
七

理
事
長

川
　
端
　
隆
　
志

登
別
管
工
事
業
協
同
組
合

登
別
市
中
央
町
一
丁
目
十
番
地
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
五
―
三
三
七
九

F
A
X

　〇
一
四
三
―
八
五
―
〇
三
一
〇

理
事
長

尾

　形

　勝

　夫

株
式
会
社
と
ま
せ
い

 

（
旧
苫
小
牧
清
掃
企
業
組
合
）

代
表
取
締
役苫

小
牧
市
新
開
町
二
丁
目
二
番
十
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
五
一
―
六
五
五
六

渡

　辺

　健

　治

苫
小
牧
地
区
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事苫

小
牧
市
新
明
町
一
丁
目
二
番
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
〇
二
二
番

善
　
入
　
健
　
氏
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胆振支部

白
鳥
台
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　商
業
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
白
鳥
台
五
丁
目
一
番
四
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
五
九
―
五
〇
一
〇

田

中

健

太

苫
小
牧
港
外
貿
コ
ン
テ
ナ
事
業
協
同
組
合

理
事
長

苫

小

牧

市

字

弁

天

五

三

四

番

二

電

　話

　〇
一
四
五
―
二
六
―

八
七
〇
〇

秋

　元

　茂

　樹

官
公
需
適
格
組
合

　苫
小
牧
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

苫
小
牧
市
旭
町
四
丁
目
二
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
三
―
五
九
三
四

水

嶋

清

孝

苫
小
牧
塗
装
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事苫

小
牧
市
木
場
町
三
丁
目
一
番
十
九
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
六
―
八
三
八
一

亀

　岡

　正

　一

苫
小
牧
L
P
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

苫
小
牧
市
有
明
町
一
丁
目
七
番
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
七
二
―
一
五
六
六

理
事
長

半

澤

敏

夫

伊
達
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

伊
達
市
松
ケ
枝
町
六
十
一
番
地
四

電

　話

　〇
一
四
二
―
二
三
―
二
二
七
七

理
事
長

柴

田

政

彦

登
別
ガ
ス
協
同
組
合

登

別

市

新

栄

町

一

番

地

三

十

九

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
五
―
五
六
八
四

理
事
長

斎

藤

正

史

室
蘭
地
方
中
古
自
動
車
販
売
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
六
号

電

　話 

〇
一
四
三
―
四
三
―
七
二
九
二

香

　川

　博

　行

室
蘭
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

登

別

市

幸

町

二

丁

目

六

番

地

四

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
一
―
三
〇
一
一

護

摩

堂

　

　幸

協
業
組
合
　室
蘭
清
掃
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事室

蘭
市
寿
町
三
丁
目
二
十
四
―
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
三
―
三
一
五
五

髙

橋

伸

介

専
務
理
事

松

本

一

雄

理

　事

髙

橋

邦

夫

商
業
協
同
組
合

苫
小
牧
港
市
場

苫
小
牧
市
港
町
二
丁
目
二
番
五
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
三
―
三
四
六
二

理
事
長

齊
藤

　
猛

へようこそ！！
室
蘭
中
央
町
三
丁
目
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

室
蘭
市
中
央
町
三
丁
目
六
番
五
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
二
四
―
一
二
三
〇

多

田

昌

央
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胆振支部

北
海
港
湾
石
材
協
同
組
合

代
表
理
事

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
高
砂
町
一
六
六
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
六
―
五
〇
二
八

澁

木

　
勉

洞
爺
湖
汽
船
株
式
会
社

代
表
取
締
役

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
二
九
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
│
七
五
│
二
一
三
七

大

西

英

生

苫
小
牧
造
園
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
若
草
町
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
四
│
三
八
│
七
一
一
〇

青

木

俊

憲

協
同
組
合
中
小
企
業
助
成
会

理
事
長

苫
小
牧
市
若
草
町
一
丁
目
三
番
一
三
号

相

　澤

　玲

　子

協
同
組
合
苫
小
牧
タ
グ
セ
ン
タ
ー

理
事
長

苫
小
牧
市
汐
見
町
一
丁
目
一
番
六
号

電 

話

　〇
一
四
四
│
三
四
│
一
六
〇
七

山

口

英

彦
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空知支部

官
公
需
適
格
組
合

　岩
見
沢
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

理
事
長

岩
見
沢
市
大
和
三
条
七
丁
目
十
番
地

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
五
二
九
三
番

酒

井

　
茂

協
同
組
合

　日
専
連
美
唄

理
事
長

円

子

　
保

美
唄
市
西
一
条
南
二
丁
目
一
│
二
一

パ
ナ
プ
ラ
ザ
い
と
う
内

電 

話 

〇
一
二
六
│
六
六
│
二
〇
〇
〇

滝
川
環
境
維
持
管
理
協
同
組
合

滝
川
市
大
町
一
丁
目
八
番
二
七
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
〇
二
二
四

代
表
理
事

古

川

廣

伸

協
同
組
合

空
知
地
区
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
保
安
セ
ン
タ
ー

岩

見

沢

市

七

条

東

一

丁

目

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
二
三
―
六
四
八
七

理
事
長

三

品

優

次

空
知
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

岩
見
沢
市
九
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
一
〇
九
七

理
事
長

猪

股

浩

德

芦
別
市
上
芦
別
町
一
〇
五
番
地
一
二
八

電
話

　〇
一
二
四
―
二
二
―
八
一
二
〇

芦
別
山
菜
加
工
企
業
組
合

柳

　瀨

　善
四
郎

高

　瀬

　謙
二
郎

岩
見
沢
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

岩
見
沢
市
五
条
西
三
丁
目
二
番
地
二

電

　話

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
六
〇
〇

F
A
X

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
五
八
八

代
表
理
事

及

　川

　
　
　聡

中
空
知
環
境
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

滝
川
市
大
町
一
丁
目
四
番
十
三
号

　共
栄
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
五
〇
〇
〇

櫻

　井

　雅

　聖

空
知
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

深
川
市
三
条
九
番
二
六
号
福
富
ビ
ル

電

　話

　〇
一
六
四
―
二
二
―
二
六
七
六

理
事
長

中

山

健

三

芦
別
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
開
発
協
同
組
合

代
表
理
事

芦
別
市
北
一
条
東
二
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
│
二
二
│
二
八
〇
七

吉

井

　
忠
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空知支部

芦
別
道
路
維
持
管
理
協
同
組
合

理
事
長

芦
別
市
南
一
条
東
一
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
三
―
三
〇
〇
三

浅

井

富

雄

北
空
知
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

深

川

市

二

条

十

九

番

十

九

号

電
話

　〇
一
六
四
―
二
六
―
二
八
一
八

中

本

博

大

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
空
知
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
七

F
A
X

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
八

栗

　栖

　茂

　栄

北
央
化
製
事
業
協
同
組
合

理
事
長

空
知
郡
南
幌
町
南
七
線
西
十
五
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
八
―
五
五
五
〇

酒

　井

　清

　二

芦
別
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
協
同
組
合

芦
別
市
北
一
条
西
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
二
―
八
九
八
一

理
事
長

吉

川

幸

伸

代
表
理
事

玉
　
田
　
　
　
忠

協
同
組
合
ア
ー
ス
グ
ロ
ー
イ
ン
グ

岩
見
沢
市
四
条
西
十
五
丁
目
三
番
地

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
三
三
―
七
五
五
七
番

北
空
知
自
動
車
整
備
事
業
協
同
組
合

〒
〇
七
九
―
〇
五
〇
〇

雨
竜
郡
妹
背
牛
町
字
妹
背
牛
三
八
〇
番
地

電

　話

　〇
一
六
四
―
三
ニ
―
ニ
六
六
九

代
表
理
事

柏

　木

　孝

　文

株
式
会
社

　中
央
食
鶏

〒
〇
六
八
―
二
一
四
一

北
海
道
三
笠
市
本
町
四
番
地
の
一

T
E
L

　（〇
一
二
六
七
）二
―
八
一
〇
〇

F
A
X

　（〇
一
二
六
七
）二
―
八
〇
五
五

E-m
ail: thuo@

pluto.plala.or.jp
M

obile phone: 

〇
九
〇
―
八
四
二
八
―
五
七
六
一

代
表
取
締
役

加
藤

　
厚
雄

A
tsuo  K

atou

砂
川
道
路
管
理
協
同
組
合

砂
川
市
北
吉
野
町
二
八
二
番
地
四

電

　話

　〇
一
二
五
│
五
二
│
二
四
六
〇

専
務
理
事

三

　土

　壽

　廣

代
表
理
事

川

　端

　宏

　昌
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宗谷支部

官
公
需
適
格
組
合

　宗
谷
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

稚
内
市
中
央
五
丁
目
七
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
二
三
―
二
七
六
七

菅

　原

　
　
　耕

　
　稚
内
と
み
お
か
商
店
会

協
同
組
合

専
務
理
事

稚
内
市
富
岡
二
丁
目
一
番
二
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
六
四
〇
一
番

橋

　本

　健

　司

理
事
長

今

　村

　光

　壹

官
公
需
適
格
組
合

　北
星
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

稚
内
市
は
ま
な
す
二
丁
目
四
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
三
―
六
五
〇
三

F
A
X

　〇
一
六
二
―
三
二
―
五
五
五
五

齋

藤

直

哉

稚
内
管
工
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
七
―
〇
〇
〇
一

稚
内
市
末
広
四
丁
目
三
番
四
号

電

　話
（
〇
一
六
二
）
三
四
―
〇
二
二
二
番

F
A
X
（
〇
一
六
二
）
三
四
―
〇
二
二
〇
番

理
事
長

富

田

伸

司

協
業
組
合
浜
頓
別
プ
ロ
パ
ン
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

北
海
道
枝
幸
郡
浜
頓
別
町
智
福
二
丁
目
二
九
番
地

電

　話

　〇
一
六
三
四
―
二
―
三
三
一
六
番

武

田

　
昭

稚
内
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

稚
内
市
は
ま
な
す
三
丁
目
三
番
十
一
号

電
話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
一
一
一
一

貝

森

好

文

豊
富
町
産
廃
処
理
協
同
組
合

天
塩
郡
豊
富
町
字
上
サ
ロ
ベ
ツ

一
一
八
八
番
地
の
五
一

電
　
話
　
〇
一
六
二
―
八
二
―
三
一
二
三

代
表
理
事

佐
々
木
　
正
　
義
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後志支部

理
事
長

小

樽

市

築

港

五

番

四

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
九
―
二
一
四
一

菅
　
原
　
春
　
雄

小
樽
倉
庫
事
業
協
同
組
合

石
狩
湾
新
港
倉
庫
事
業
協
同
組
合

小
樽
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
四
七
―
〇
〇
〇
八

小

樽

市

築

港

八

番

三

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
三
―
五
五
〇
四

池

田

幹

雄

小
樽
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

理
事
長

小
樽
市
富
岡
一
丁
目
十
番
二
十
四
号

電

　話

　〇
一
三
四
―
二
五
―
〇
五
一
一
番

花

和

嘉

貴

小
樽
市
ア
パ
ー
ト
業
協
同
組
合
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後志支部

小樽鱗友商業協同組合
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所在地	 	〒 060-0042
	札幌市中央区大通西 13丁目

TEL	 011-251-0731

開館時間	 	午前 9時～午後 7時

定休日	 	月曜日（祝日の場合はその翌平日）、
12月29日～1月3日

入館料	 無料

HP	 http://www.s-shiryokan.jp

MAP

札幌市資料館 230

道銀道銀南一条病院南一条病院

中村
記念病院
中村
記念病院

西15丁目西15丁目

西11丁目西11丁目

中央区役所前中央区役所前

札幌高等裁判所
札幌地方裁判所
札幌高等裁判所
札幌地方裁判所

ロイトン札幌ロイトン札幌

家庭裁判所
簡易裁判所
家庭裁判所
簡易裁判所

ローソンローソン

教育文化会館教育文化会館

地下鉄東西線地下鉄東西線

市電市電

NTTNTT

UHBUHB
NN

●「札幌市資料館」のご紹介 ●

本制度は、法律に基づき独立行政法人
中小企業基盤整備機構が運営しています。

（独）中小企業基盤整備機構
共済相談室

TEL 050-5541-7171

● 月額5,000円～200,000円（5,000円単位）の範囲内で自由に選択できます。
● 掛金は全額「損金（法人）」または「必要経費（個人事業）」に算入できます。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

● 取引先事業者が倒産して売掛金債権等が回収困難となった時に貸付けが受けられます。
● 取引先との商取引の事実確認だけで、迅速に貸付けが受けられます。

中小企業で、引き続き1年以上事業を行っている方が加入できます。ポイント ❶

● 掛金総額10倍の範囲内で、回収困難となった売掛金債権等の額
● 貸付条件は「無担保・無保証人」「無利子」

最高8,000万円まで貸付けが受けられます。ポイント ❸

※ただし、貸付けを受けた場合、貸付額の10分の1の額が、積立てた
　掛金から控除されます。

● それ以降掛金を掛けなくても、共済金の貸付けは受けられますので安心です。
● 解約しても共済金の貸付けを受けていなければ積立てた掛金の全額が戻ります。

40ヶ月以上掛けていれば、ポイント ❹

経営セーフティ共済制度経営セーフティ共済制度全国加入者
約      万人の
 実   績！
3030

小規模企業共済制度小規模企業共済制度

● 事業資金等の貸付制度が利用できます（担保・保証人不要）。
● 地震・台風、火災等の災害時にも貸付けが受けられます。

事業資金の貸付け・災害時のサポートもあります！ポイント ❸

● 掛金は毎月1,000円～70,000円（500円単位）の範囲内で
自由に選択できます。

● 掛金は全額所得控除、受取りは「退職所得扱い」（一括受取）または
「公的年金等の雑所得扱い」（分割受取）となります。

無理のない掛金、税制面での大きなメリット！ポイント ❷

常時使用する従業員が20名以下
（商業・サービス業では5名以下）の個人事業主、
個人事業主の共同経営者（2名まで）
及び会社の役員の方が加入できます。

ポイント ❶
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